
第３２期 第３回 中央公民館運営審議会 次第 

 

 日 時：令和４年８月３日（水） 午前１０時～ 

会 場：中央公民館 ３０１・３０２講座室 

 

 

１． 開会 

 

 

２． 議題・報告 

 

（１） 新潟市の公民館の現状について 

   ・新潟市の公民館について                      ・・・【資料１】 

   ・公民館の利用状況について                    ・・・【資料２】 

 

 

（２） 令和 3 年度 公民館事業報告                       ・・・【資料３】 

 

（３） 令和 4 年度公民館予算及び令和４年度公民館事業計画について 

・令和 4 年度 公民館事業の基本方針                   ・・・【資料 4】 

・令和 4 年度 公民館の主な予算について           ・・・【資料 5】 

・令和 4 年度 公民館事業計画                        ・・・【資料 6】 

 

（４） その他 

 

 

３． 閉会 



資料１ 

新潟市の公民館について（令和４年度） 
 

 

□施設の状況 

 公民館数 ４２館   
  内訳 地区館２５館  

うち 中央館１館 人事，施設，予算等のとりまとめ → 中央 
        基幹公民館８館 区で１つ 公民館運営審議会をもつ 

→ 豊栄（北区），中（東区），中央（中央区），亀田（江南区）， 
新津（秋葉区），白根（南区），坂井輪（西区），巻（西蒲区） 

     分館 １７館 
 
□公民館職員数 

 職員１３０人 
（内訳 ： 正職員７３人  再任用職員１３人  会計年度任用職員４４人） 

 

□予算 

 歳入  ３４，２９２千円 
 歳出 ３０７，３８３千円 
 主要事業 家庭教育振興事業              ８，０００千円 
      公民館事業                  ５，９４５千円 
      子ども生活体験・ボランティア活動推進事業   １，４２９千円 
 
 
□組織目標 

  市民の生涯にわたる学習活動を支援するために，あらゆる世代が主体的に

学習を進められる機会の充実に努めるとともに，現代的・社会的課題に対す

る市民の意識向上を図り，地域課題の解決と地域活動の活性化を支援しま

す。 
 
※参考 

 令和３年度実績 

事業 主催事業数   ５３０事業 
のべ参加者数    １１３，３９８人 

貸館 利用団体数     ３，０２６団体 
のべ利用者数    ４０７，１５３人   



 

1 
 

資料２ 
公民館の利用状況について 

（中央・鳥屋野・東地区・関屋分） 
（登録団体数） 

 令和３年度 令和２年度 令和元年度 
 定期 不定期 定期 不定期 定期 不定期 
中央 ２３１ １６３ ２５６ １４６ ２７０ ２０２ 
鳥屋野地区 ９０ １２０ ９７ １１１ ９９ １３２ 
東地区 ７６ ７４ ７９ ２８ ７９ ３７ 
関屋地区 ７３ ７７ ７５ ４５ ８０ ５３ 
合計 ９０４ ８３７ ９５２ 
前年⽐ ６７ △１１５ △２０ 

 

 

（館ごとの稼働率） 

 令和３年度 令和 2 年度 令和元年度 
中央 ３２．０ ４４．３ ５６．３ 
鳥屋野地区 ４４．５ ３５．５ ４８．１ 
東地区 ２７．２ ２４．１ ３１．１ 
関屋地区 ３４．８ ２５．８ ４０．５ 

４館平均（％） ３４．６ ３２．４ ４４．０ 
前年⽐ ２．２ △１１．６ △１．8 

 

（サークル利用者数） 

 令和３年度 令和２年度 令和元年度 
中央 50,417 56,463 88,867 
鳥屋野地区 33,413 17,112 48,079 
東地区 21,513 21,122 32,295 
関屋地区 19,199 9,786 29,282 

合計 124,542 104,483 198,523 
前年⽐ 20,059 △94,040 △19,995 

 

※昨年度は新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態宣⾔の発令に伴い、令和３年 9 ⽉ 3⽇から
9 ⽉ 16 ⽇、令和４年１⽉ 29 ⽇から 3 ⽉ 6 ⽇までの間、新潟市の公⺠館は全館臨時休館いた
しました。再開後は、「新しい⽣活様式に基づく新潟市社会教育施設等利⽤ガイドライン」に基づき、
施設および利⽤者の双⽅が感染予防対策を⾏いながら運営を⾏っています。 



中央区内公民館　R3年度事業実施状況（基本施策別）

1 2 3 4 5 6 合計

計画事業数 19 35 36 12 26 6 134

実施事業数 14 31 30 8 15 5 103

中止事業数 5 4 6 4 11 1 31

中止事業の代替事業実施数 1 0 0 0 0 0 1

新規事業実施数 1 5 3 1 6 3 19

オンラインを活用した講座実施数 0 6 0 0 2 0 8

居場所事業実施数 0 5 9 0 0 0 14

実施状況＼基本施策

1. 人づくり、地域づくりを通した地域コミュニティ活動の活性化への支援
2. 家庭における教育力向上の支援
3．青少年の生き抜く力を育む機会の充実
4．高齢者の学習支援や社会参加の促進
5．現代的・社会的課題を探り、問題解決を促す学習機会の提供
6．その他



令和３年度　事業実施報告（最終）　【基本施策１：人づくり、地域づくりを通した地域コミュニティ活動の活性化への支援】

執行済額
（円）

実施月
参加者

数
延参加
者数

1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画
委員・協
議会・団
体・ボラ
ンティア

7.NP
O・民
間等

主な連携先

市民寄席

公民館サークルや学生サークルが出演する市民
寄席を開催し、市民に楽しんでもらうとともに、
出演者に日頃の練習の成果を披露する場を提
供する

水都家艶笑、とやの楽語会
５総合（参
加者を限
定しない）

1 1 2-午後 30,000 7,600 3月 70 70 ○ ○
活動協力員
とやの楽語会

新潟大学落語研究部
当日出演取りやめ（体調不良者あ
りの為）

白新中学校連携事業
地域に開かれた学校を目指し、学校と地域
との交流を促進する。

植栽講座の開催及び継続的な中庭活動の実施
とボランティアの育成

５総合（参
加者を限
定しない）

1 3 1-午前 31,000 22,681
5月～
10月

16 32 ○ 白新中学校

みんなのふれあい広場 地域の情報交換・交流の場
毎月第1・3火曜日の午後に地域の世代間交流
を開催。健康体操などミニコーナーを実施。

５総合（参
加者を限
定しない）

1 17 2-午後 12,000 11,100
4月～
3月

101 101 ○ 特別警報による休館期間は中止

寄居中学校連携事業
寄居中学校と連携して地域住民の交流を
促進する事業を実施する

防災講座
５総合（参
加者を限
定しない）

1 2 2-午後 0 0
11月・
12月

86 172 ○ ○ ○

新潟地区コミュニティ協議
会
礎地区コミュニティ協議会
寄居中学校
中央区総務課

学生連携事業 学生と一緒に事業を企画、実施する 若者向け事業と一緒に実施
５総合（参
加者を限
定しない）

- - - 30,000 24,604 3月 - - No.4若者向け事業と一緒に実施

活動協力員会議
活動協力員への情報提供・公民館事業に関
する意見交換等

会議
５総合（参
加者を限
定しない）

1 3 1-午前 0 2,462
4・10・
３月

5 14 ○ 活動協力員

文化祭
中央公民館を定期的に利用して学習する
団体の学習成果発表及び団体相互の交流
を図る。

公民館活動サークルの作品展示、活動発表及び
体験会の実施。
使用団体連絡協議会企画実施。

５総合（参
加者を限
定しない）

5,000 0 ○
中央公民館文化祭実行委員
会

使用団体連絡協議会と協議のう
え、中止決定

健康寿命延伸学習会
コミュニティ協議会と連携し、地域課題解
決のために
必要な学習会を行う

健康寿命延伸に関する講演会 ３成人 11,000 0 ○ 上所校区コミ協
多くの人数が集まるため、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止の観点
から中止した。

上所夏まつり
上所夏まつりに出前で参加することで学・
社・民で協力しながら子どもの健全育成を
図る

映画上映会 １少年 1 1 2-午後 0 0 10月 234 234 ○ ○ ○

上所小学校
上所小学校PTA
上所小学校地域教育コー
ディネーター
活動協力員

第5波の影響で10月9日（土）に
延期となり、対象者も保護者を除
く生徒のみに変更した。

公民館出前講座
出前講座を実施することにより、学校を身
近に感じる
きっかけとする

鳥屋野の竹で竹細工及び逆さ竹見学
５総合（参
加者を限
定しない）

1 1 1-午前 13,000 570 ５月 14 14 ○
上山中学校区各校地域教育
コーディネーター

講師は地域の「逆さ竹愛護の会」
の方

食の魅力再発見
新潟市の特産農産物の収穫体験と笹団子
づくりを通して、新潟の食の魅力を再発見
する

新潟市の「食」をテーマとする。笹団子づくり、
枝豆の収獲体験、さつまいも収穫体験

５総合（参
加者を限
定しない）

2 4
4-午
前・午
後

37,000 36,506
7月・１
０月

59 92 ○ ○
活動協力員
黒鳥地域の農家の皆さん、
JA新潟みらい

地域活性化支援事業
各世代の抱える問題やニーズを考え、その
解決策を考えるとともに、地域の活性化に
繋げる機会とする。

外国籍の方を対象としたまちあるき・日本文化
体験事業。沼垂地域や日本文化の魅力を外国籍
の方に向けて発信する。万代高校やコミュニ
ティ協議会等と連携し、地域の活性化を図る。

５総合（参
加者を限
定しない）

1 1 2-午後 7,000 18,589 ７月 57 57 ○ ○ ○ ○ ○

沼垂小学校区コミュニティ
協議会万代高等学校
ＮＰＯ法人なじらね沼垂
活動協力員２名

中学校出前事業
講座を通して地域住民と学校の交流を図
る

中学生と公民館利用団体または地域住民と共
同にできる事業を行う

５総合（参
加者を限
定しない）

1 14,000 0 ○ ○
コロナの影響で、学校が外部交流
を自粛。

江東コミュニティ研修会
コミュニティ協議会と連携し、地域課題の
解決方法を探る

東地区管内の5コミ協の代表と施設を見学をし
て地域課題を話し合う

３成人 1 0 0 ○ ○
江東コミュニティ協議会連
絡会東出張所

コロナの影響で、学校が外部交流
を自粛。

地域の茶の間たんぽぽ
（長嶺コミ協共催）

地域の高齢者同士の交流を図り、地域の絆
を深める

長嶺コミュニティ協議会共催事業。軽運動や公
民館グループなどの発表を介して、地域の高齢
者同士の交流を深めるための居場所事業

４高齢者 1 8 2-午後 0 0
４～３
月

160 160 ○ ○
長嶺地域コミュニティ協議
会

長嶺世代間交流
（長嶺コミ協共催）

地域における世代間交流を図り、地域の絆
を深める

長嶺ふれあい給食会が招いた地域の高齢者と
障がい者施設の利用者が、会食と小学校児童や
公民館グループによる発表を楽しむ交流会

５総合（参
加者を限
定しない）

1 0 0 ○ ○ ○

長嶺地域コミュニティ協議
会万代長嶺小学校地域教育
コーディネーター・長嶺ふれ
あい給食会

9月下旬の開催予定だったが、8
月の感染状況から、共催先である
長嶺ふれあい給食会が中止を決
定した。

サークル活動体験会
利用団体の体験会を開催し、新規会員の獲
得と活性化を図る。

希望団体を募集し、区だより等により体験会を
周知。各団体の活動時間に体験会を開催する。

３成人 1 2

6-午
前・午
後・夜
間

0 0
9月～
11月

10 10 ○ 定期利用団体連絡協議会
9月3日～16日の臨時休館に伴
い、一部中止。

はじめての陶芸
自主グループの活性化と団塊世代の仲間
づくり

全2回の連続講座
定期利用団体と連携して開催
「編み込み籠」作成

３成人 1 2 1-午前 0 15,200 3月 10 20
関屋モーニングサロンの代替事業
として実施。

ランナーだらけの公民
館
in関屋

ランニングを趣味としている市民の情報交
換の場を設け、コミュニティの形成と成年
層の利用促進を図る。

全4回の連続講座
予め用意したテーマに沿ってフリーディスカッ
ション。やすらぎ提ランニング。

新規 ３成人 1 4 3-夜間 0 0
9.10
月

5 18

1. 人づ
くり、地
域づくり
を通した
地域コ
ミュニ

ティ活動
の活性

化への支
援

中央公
民館

鳥屋野
地区公
民館

東地区
公民館

関屋地
区公民

館

対象 開設数 回数 時間帯

※グレー塗りつぶし：中止事業

基本施
策

館名 事業名 事業の目的・主旨 内容・プログラム 新規
オンラ
イン実

施

居場所
事業

保育

連携先

備考
新型コロナウイルス感染症による

影響
当初予算額

（円）

実績（最終）

資料３



令和３年度　事業実施報告（最終）　【基本施策２：家庭における教育力向上の支援】

執行済額
（円）

実施月
参加者

数
延参加
者数

1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画
委員・協
議会・団
体・ボラ
ンティア

7.NP
O・民
間等

主な連携先

父親学級
小学生期の児童の父親を対象に、家庭教育
について学び合う機会を提供する

・家族とのコミュニケーション術
・SNSとの上手なつき合い方
・親子で動画作成体験
・家族で話す性の話
・親子でうどん作り

オンラ
イン

３成人 1 5

6-午
前・午
後・夜
間

142,000 88,464
８～１０
月

13 21 ○
特別警報による休館の期間分を
延期して実施。

パパサロン
乳幼児期の子どもを持つ父親を対象に、家
庭教育について学び合う機会を提供する

全3回連続講座
「パパのモヤモヤとママのイライラ～産後のズレ
との向き合い方～」
(1)「パパだってしゃべりたい!!赤ちゃんと一緒
悩みも一緒」？
(2)「とまどいからのアプローチ 傾向と対策」
(3)「ミカタを変えて、ミカタを増やす」
(2)となりの家族どうしてる？一緒に考えよう
家族のあり方

新規 ３成人 1 3 1-午前 59,000 49,967
11・
12・3
月

21 52 ○ ○ 活動協力員・企画委員

児童期家庭教育学級
（ペアレントプログラム）

児童期の保護者を対象にペアレントプログ
ラムの手法を使って行動から子どもの関わ
り方を学ぶ

全6回の連続講座
（1）現状把握表を書いてみよう！
（2）行動で書いてみよう！
（3）同じカテゴリーを見つけよう！
（4）ギリギリセーフ！をみつけよう！
（5）ギリギリセーフをきわめよう！
（6）ペアプロでみつけたことを確認する！
（7）フォローアップ

新規 ３成人 1 7 1-午前 10,000 7,217
5～10
月

7 31 ○
新潟市発達障がい福祉セン
ターJOIN

オンライン公民館
ＷＥＢ会議システム「zoom」を利用して参
加者と公民館をつなぎ、学びあう機会を提
供する。

全4回の連続講座
（1）ようこそオンライン公民館へ
（2）呪いのことばに縛られてない！？
（3）今、だいじなこと
（4）みんなで話そう　気になるアレコレ

オンラ
イン

３成人 1 4 2-午後 92,000 7,600
11・12
月

6 23 ○

乳児期家庭教育学級（ゆ
りかご）２期

核家族・少子化などの現代社会において、
孤立した子育てをしている親に仲間づくり
の機会を提供し、親として必要な知識を学
ぶ場とする。

全5回の連続講座。
(1)お友達になりましょう
(2)赤ちゃんのいる暮らし
(3)今親としてⅠ
(4)今親としてⅡ
(5)みんなで子育てトーキング

有 ３成人 1 5 1-午前 145,000 120,029 6・7月 11 52

乳児期家庭教育学級（ゆ
りかご）４期

核家族・少子化などの現代社会において、
孤立した子育てをしている親に仲間づくり
の機会を提供し、親として必要な知識を学
ぶ。

全5回の連続講座。
(1)お友達になりましょう
(2)赤ちゃんのいる暮らし
(3)今親としてⅠ
(4)今親としてⅡ
(5)みんなで子育てトーキング

オンラ
イン

有 ３成人 1 5 1-午前 159,000 107,335 1・2月 9 35
臨時休館の影響で、全5回中、第3
～5回をオンラインでの開催に変
更

乳児期家庭教育学級（ぺ
んぎん学級）

核家族・少子化などの現代社会において、
孤立した子育てをしている親に仲間づくり
の機会を提供し、親として必要な知識を学
ぶ場とする。

全4回の連続講座
(1)みんなで子育てトーキング
(2)赤ちゃんとママの心と身体
(3)このイライラ・モヤモヤはどこからくるの？
(4)「ちゃんと育てなきゃ」を手放して一緒に育
ちあう

新規 有 ３成人 1 4 1-午前 0 47,100 ７．８月 5 14
乳児期家庭教育学級（ゆりかご学
級2期）の落選者を対象とした講
座。

乳児期家庭教育学級（ぺ
んぎん学級ういんた～）

核家族・少子化などの現代社会において、
孤立した子育てをしている親に仲間づくり
の機会を提供し、親として必要な知識を学
ぶ場とする。

全2回の連続講座
(1)みんなで話そう　赤ちゃんと私の心と身体
(2)絵本が子育てを救う！？絆を深める絵本の
チカラ

新規 有 ３成人 1 2 1-午前 0 23,800 3月 4 7
乳児期家庭教育学級（ゆりかご学
級4期）の落選者を対象とした講
座。

プレママ学校（いのちの
授業）

5年生の理科の単元である「生命の誕生」
の学習を深めるために助産師から命の大
切さについて学ぶ

お腹の中で命が育まれ、生まれることを待ち望
んでいた親の気持ちを知り、自分自身の自己肯
定感を育む

１少年 1 1 1-午前 46,000 9,533 1月 103 103 ○ ○ ○ 新潟小学校・活動協力員

プレママ学校（プレママ・
プレパパオンラインカ
フェ）

妊娠中の女性及びパートナーを対象に、安
心して出産し子育てができるよう、出産後
の心構えや生活の計画について夫婦で一
緒に考える。
（オンライン講座）

全３回のオンライン講座
（1）プレパパと一緒に！オンライン沐浴タイム
（2）今からはじめよう　夫婦の作戦会議

オンラ
イン

３成人 1 2 1-午前 0 15,200 9月 4 6 ○ ○ ○ 新潟小学校・活動協力員

プレママ学校（同窓会）
昨年度のプレママ学校受講者による、同窓
会を兼ねたオンライン講座

講座終了後の近況等の報告の機会を活用し、子
育てに関する講義を実施。

オンラ
イン

３成人 1 1 1-午前 0 7,600 5月 5 5 ○ ○ ○ 新潟小学校・活動協力員

子育て学習出前講座
就学時健診や入学説明会など保護者が集
まる機会を利用し、家庭教育の大切さを学
んでもらう

家庭教育の大切さ、子どもの心身の発達やイン
ターネット・ＳＮＳの利用など

３成人 1 91 2-午後 1,608,000 #####
10～
11月、
1月

5,188 5,188 ○
9月特別警報時に1校中止。1～2
月まん延防止等重点措置時に11
校中止。

乳幼児期家庭教育学級
休日版

平日講座に参加できない幼児期の子ども
を持つ保護者を対象に、家庭教育について
学び合う機会を提供する

全2回連続講座
「ストレスをトキメキにかえる～夫婦でおしゃべ
りのススメ～」
(1)パパとママで考える今の我が子への関わり
(2)となりの家族どうしてる？一緒に考えよう
家族のあり方

有 ３成人 1 2 1-午前 67,000 56,520
10～
11月

14 23 ○ ○

保育者研修会
全市の保育者が子育ての環境と子育て支
援の現状を理解し、よりよい保育室運営を
図る機会とする

講義とグループワーク
（保育委員会で検討）

３成人 1 1 1-午前 71,000 39,666
2～3
月

124 124
公民館休館期間に入ったため、講
師の講演を録画し、保育者は各自
録画視聴での研修とした。

2. 家庭
における
教育力
向上の
支援

中央公
民館

対象 開設数 回数 時間帯

※グレー塗りつぶし：中止事業

基本施
策

館名 事業名 事業の目的・主旨 内容・プログラム 新規
オンラ
イン実

施

居場所
事業

保育

連携先

備考
新型コロナウイルス感染症による

影響
当初予算額

（円）

実績（最終）



執行済額
（円）

実施月
参加者

数
延参加
者数

1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画
委員・協
議会・団
体・ボラ
ンティア

7.NP
O・民
間等

主な連携先

保育者交流会（3館合
同）
※中央、鳥屋野、関屋

安全で円滑な保育活動を行うため、保育付
き事業の内容確認と保育者同士、保育者と
職員の交流を図る

・令和3年度保育室併設事業について
・「保育の手引き」、「新型コロナウイルス感染症
対策保育室運営ガイドライン」の確認
・前年度の保育運営についての反省等情報交換

３成人 1 1 1-午前 0 0 5月 13 13

ひよこファミリーらんど 子育て中の方を対象とした居場所づくり
保育室を開放して保護者と子どものための居
場所を提供する

居場所
５総合（参
加者を限
定しない）

39 39 1-午前 35,000 23,206 通年 386 386 ○
令和2年度と同様に、毎週火曜日
午前中のみの開催とし、午後の開
放は中止する。

ひよこファミリーらんど
スタッフ研修

ボランティアスタッフを対象とした研修 サロン運営に必要な知識を学ぶ 有 ３成人 1 2 1-午前 0 23,800
9・10
月

3 6

外国人ファミリーのお
しゃべりサロン

市内在住の外国人ファミリーが情報交換・
交流する機会を提供する。

先輩ファミリーの体験談を聞く。
グループに分かれて情報交換・交流

５総合（参
加者を限
定しない）

1 1 1-午前 0 0 ○
新潟市国際課・新潟市国際
交流協会

まん延防止等重点期間に重なり、
臨時休館した為、中止した。

子育てサロンスタッフ研
修会

子育てサロンスタッフ対象の研修 中止 居場所 ３成人 0 0 ○ 地域スタッフ

新型コロナウイルス感染拡大防止
のためスタッフに協力を依頼して
おらず、R4年度も当分の依頼しな
い予定のため中止した。

児童期家庭教育学級 児童期の家庭教育につて考える
中学校に入る前に知っておきたい
ネットを味方にする力

３成人 1 1 2-午後 21,000 1,487 3月 2 2
まん延防止等重点措置のため休
館となったため延期し、別の日程
で実施。

乳児期家庭教育学級 乳児期の家庭教育について考える
おもちゃ、絵本との関わり方、赤ちゃんの心の
育ちを知るをテーマに学ぶ。ZOOMによるオン
ライン学習も取り入れる。

オンラ
イン

３成人 1 4 1-午前 65,000 39,454
6月・7
月

17 47

保育者交流会
よりよい保育室運営のための意見交換の
場として実施

保育の手引き、新型コロナウイルス対策ガイドラ
インの確認他

３成人 1 1 1-午前 0 0 5月 13 13

子育てサロン「ふらっと」
子育て中の保護者の仲間づくりや情報交
換

自由あそび 居場所
５総合（参
加者を限
定しない）

1 18 1-午前 45,000 19,030 通年 69 161

幼児期家庭教育学級 幼児期の家庭教育について考える

遊びや運動を通しての身体の発達を学び、自分
のこころをみつめる機会を持つことで、子ども
とともに育ちあうきっかけとする。

５総合（参
加者を限
定しない）

1 3 1-午前 85,000 62,640
10・１１
月

10 27 ○ 企画委員

幼児期家庭教育学級
(復帰・入園準備セミ
ナー)

子育て中の親の社会復帰・社会進出を支援
する

育休復帰セミナー。仕事復帰を目前に控え、子
ども・親・夫婦の在り方を考える

新規 有 ３成人 1 3 1-午前 48,000 1,000 ○ ○
臨時休館期間にあたる１月２３日
から３月６日の開催につき中止。

児童期家庭教育学習会
沼垂小学校の保護者を対象に、家庭の教育
力向上を図るための出前講座を実施する

第二次性徴による体の変化を意識すると共に
“性”への興味・関心を持ちはじめる子どもへの
接し方について，戸惑い，悩む保護者が，親とし
て正しい知識を伝えるために，基本的な性教育
の知識と，子どもと気兼ねなく話をするコミュ
ニケーションについて学ぶ

３成人 1 13,000 0 ○ ○
沼垂小学校
沼垂小学校ＰＴＡ

９月上旬開催予定だったが、８月
の感染拡大状況から、共催先であ
る沼垂小学校PTAが中止を決定
した。

乳児期家庭教育学級

核家族・少子化などの現代社会において、
孤立した子育てをしている親に仲間づくり
の機会を提供し、親として乳児期の子育て
に必要な知識を学ぶ場とする

おともだちになりましょう・赤ちゃんのいる暮ら
し・心の育ちを大切に・いま親としてⅠ、Ⅱ・みん
なで子育てトーキング・赤ちゃんと絵本

有 ３成人 1 7 1-午前 141,000 126,740
５～６
月

10 67 ○ ○
東地域保健福祉センター
中央図書館
活動協力員１名

幼児期家庭教育学級

核家族・少子化などの現代社会において、
孤立した子育てをしている親に仲間づくり
の機会を提供し、親として幼児期の子育て
に必要な知識を学ぶ場とする

子どもと一緒に成長しよう 有 ３成人 1 5 1-午前 79,000 72,406 10月 10 41 ○ ○ ○

新潟市児童発達支援セン
ター
活動協力員１名
企画委員1名

保育者交流会

保育付き事業受講者と保育室で過ごす子
どもに安心を提供する為、職員と保育者が
安全な保育室運営のための課題とその解
決策について考える機会とする。

・「保育の手引き」、「新型コロナウイルス感染症
対策保育室運営ガイドライン」確認
・ゆりかご学級打合せ
・保育者と職員の情報交換

３成人 1 1 1-午前 0 0 ５月 2 2

子育てサロン
未就園児とその保護者のための居場所事
業。ボランティアスタッフによる見守りの中
で子育ての情報交換や交流の機会を育む。

スタッフの見守りの中で、保護者と子どもが自
由遊びや親子同士の交流を楽しむ。絵本の読み
聞かせ(毎回)、保健師の育児相談(不定期)、季
節ごとにイベントを実施。

居場所
５総合（参
加者を限
定しない）

1 35
4-午
前・午
後

4,000 19,300
４～３
月

454 454 ○ ○ ○ ○

東地域保健福祉センター
万代長嶺民生委員・児童委
員協議会
絵本を楽しむ会
シャイニングスターズ
子育てサポーター５名

臨時休館期間にあたる9月6日・
13日、1月24日・31日、2月7日
は中止とした。

幼児期家庭教育学級
土曜日版

親子遊びを通して親と子の関わり方を考え
る

・こもりがちな冬季の土曜日に，働く保護者と子
どもが楽しみながら体を動かす機会を提供す
る。
・保護者に公民館事業の楽しさを認知してもら
い，公民館事業への興味・参加に繋げる。
・ボランティアとして関わる様子を見て，ボラン
ティア活動への啓発に繋げる。
・定期利用の新潟少年合唱団への活動支援の機
会とする。

５総合（参
加者を限
定しない）

1 3 1-午前 37,000 31,974
１２月
１月
3月

62 156 ○ ○

子育てサポーター４名
子どもサポーター４名
学生ボランティア１名
新潟少年合唱団16名
活動協力員２名

2月は臨時休館期間中につき中
止。
3月はまん延防止期間解除後の感
染状況を考慮し、開催日を延期し
て実施。

2. 家庭
における
教育力
向上の
支援

当初予算額
（円）

実績（最終） 連携先

備考
新型コロナウイルス感染症による

影響
居場所
事業

保育 対象 開設数 回数 時間帯
基本施

策
館名 事業名 事業の目的・主旨 内容・プログラム 新規

鳥屋野
地区公
民館

東地区
公民館

オンラ
イン実

施

中央公
民館



執行済額
（円）

実施月
参加者

数
延参加
者数

1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画
委員・協
議会・団
体・ボラ
ンティア

7.NP
O・民
間等

主な連携先

あかちゃんお誕生おめ
でとう

地域で安心して子育てできる環境と若い
世代が地域活動に参加できる環境をつく
る。

赤ちゃんの誕生をお祝いする会。
地域の民生委員・児童委員との顔合わせ、保健
師の育児相談、保護者同士の交流会など。

３成人 2 2 1-午前 10,000 0
5.10
月

37 38 ○ ○ ○

浜浦地区コミュニティ協議
会
浜浦地区民生委員児童委員
協議会

子育てネットまつぼっくり 子育て交流や情報交換を行う。 親子の居場所・遊び場 居場所
５総合（参
加者を限
定しない）

1 41 1-午前 12,000 10,400 通年 589 589 ○
まつぼっくりサポーター
（活動協力員兼1名）

乳児期家庭教育学級 乳児期の家庭教育のあり方を考える。

全5回の連続講座。
(1)お友達になりましょう
(2)赤ちゃんのいる暮らし
(3)今親としてⅠ
(4)今親としてⅡ
(5)みんなで子育てトーキング

有 ３成人 1 6 1-午前 170,000 176,554
9.10
月

9 59 ○
中央地域保健福祉センター
ファザリングジャパン

幼児期家庭教育学級 幼児期の家庭教育のあり方を考える。

全4回の連続講座。
(1)一緒に楽しむ音楽あそび
(2)自分らしい子育てを楽しむ
(3)幸せな時間が増える「読み聞かせ」
(4)10年後の私を考える

有 ３成人 1 4 1-午前 70,000 59,200 6.7月 10 34 ○ 新潟市中央図書館

令和３年度　事業実施報告（最終）　【基本施策３：青少年の生き抜く力を育む機会の充実】

執行済額
（円）

実施月
参加者

数
延参加
者数

1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画
委員・協
議会・団
体・ボラ
ンティア

7.NP
O・民
間等

主な連携先

こども体験活動①

小学生を対象に家庭や学校ではできない
体験学習を行い、主体的に学ぶ姿勢を養
う。また、普段できないことをやってみるこ
とで興味の幅を広げる機会を提供する

・羊毛フェルトを使った手芸体験
・木工体験

１少年 2 2
4-午
前・午
後

49,000 23,576 8月 24 24

こども体験活動②
過去のユースセミナー受講者有志がこども
達の体験活動を企画し、運営することで、
多世代交流・学びの循環を目指す

クロスパル探検隊
・クロスパルを借り切りにして、協力団体が提供
する体験活動やクロスパルに関わるクイズを提
供

１少年 1 1 2-午後 23,000 18,608 ○ ○ ○

（公財）新潟市国際交流協
会、企画委員・過年度ユース
セミナー受講生、中央公民
館定期利用団体6団体、活
動協力員

協力団体やボランティアの確保が
難しく、まん延防止等重点措置の
適用前に中止を決定

小千谷市交流事業
防災について学ぶと共に、普段交流できな
い地域の児童と協力し合い、交流しながら
課題解決する力を養う。

「おぢゃ～る 子どもWINTER CAMP 2021」
おぢや震災ミュージアムそなえ館見学・救助
ボートレース・スコップの使い方・雪灯篭作り・雪
上ネイチャーゲーム

新規 1 1 0 0 小千谷市生涯学習課
特別警報、まん延防止等重点措置
による中止

子どもの居場所づくり
子どもたちの精神的な自立や社会性を育
むことを目指し、青少年が安全かつ安心し
て過ごせる居場所をつくる。

毎月、第一土曜日の午後を学生（中学生以上）
限定で開放

居場所 １少年 1 8 2-午後 0 0

4～8
月、10
～12

月

7 7
特別警報、まん延防止等重点措置
による休館期間は中止

学習室開放事業 学習意欲のある中高生に自習室を提供
放課後学習室、春休み学習室、夏休み学習室、
冬休み学習室

居場所 １少年 1 272
4-午
前・午
後

0 0 通年 38 191

子ども体験事業
3つの色でカラフルイラ
ストを描いてみよう

体験学習を通じた青少年の健全育成
3色の色鉛筆でイラストを描いたり塗り絵をし
たりして色の3原色の仕組みを学ぶ。

１少年 1 1 2-午後 13,000 7,600 7月 22 22

子ども体験事業
ロボットで遊ぼう!

体験学習を通じた青少年の健全育成
アーム型ロボットの操作をとおして、ロボットの
動作を体験する。

１少年 1 1 2-午後 0 0 8月 19 19

わくわく　こねこね　つ
くってみよう！アロマ
せっけん

体験学習を通じた青少年の健全育成
アロマ石けん作りをとおして、日用品を自分で
工夫して作れることを体験する。

新規 １少年 1 1 1-午前 0 6,200 12月 14 14 ○ 活動協力員

子どもの居場所事業・小
中高生フリースペース

とやの～び「談話コーナー」の場の提供
小・中・高生が自由に使える場としてフリース
ペースを開放する

居場所 １少年 1 44 2-午後 0 0 通年 323 323 ○ 上所地区民協

子ども野外体験 体験学習を通じた青少年の健全育成 県庁の森で、親子でセミの羽化を観察する
５総合（参
加者を限
定しない）

1 1 3-夜間 8,000 7,600 ７月 49 49 ○ 活動協力員

子ども体験事業
とやのプラスチックモデ
ル教室

体験学習を通じた青少年の健全育成
地域の模型サークルを講師として、プラスチッ
クモデル作りの基本を学ぶ。

５総合（参
加者を限
定しない）

1 1 2-午後 0 5,200 8月 16 16

3．青少
年の生き
抜く力を
育む機会
の充実

2. 家庭
における
教育力
向上の
支援

基本施
策

館名

実績（最終） 連携先

備考
新型コロナウイルス感染症による

影響
保育 対象 開設数 回数 時間帯

当初予算額
（円）

連携先

備考
新型コロナウイルス感染症による

影響
時間帯

当初予算額
（円）

実績（最終）

※グレー塗りつぶし：中止事業

中央公
民館

鳥屋野
地区公
民館

対象 開設数 回数
基本施

策
館名 事業名 事業の目的・主旨 内容・プログラム 新規

オンラ
イン実

施

居場所
事業

保育

関屋地
区公民

館

事業名 事業の目的・主旨 内容・プログラム 新規
オンラ
イン実

施

居場所
事業



執行済額
（円）

実施月
参加者

数
延参加
者数

1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画
委員・協
議会・団
体・ボラ
ンティア

7.NP
O・民
間等

主な連携先

お寺でゴ―ン

児童が普段の生活ではできない「お寺に宿
泊」などの体験活動を行い，規則正しい生
活習慣や礼儀を身に着け，集団生活の中で
社会性を学ぶことを目的とする。コミュニ
ティ協議会と共催し、地域全体で子どもの
健全育成に取り組み、地域の活性化を図
る。

座禅体験ほか １少年 1 1 2-午後 31,000 34,269 10月 16 16 ○ ○

沼垂小学校区コミュニティ
協議会
国際外語・観光・エアライン
専門学校生7名
活動協力員2名

キッズサイエンス

児童の理科への興味・関心の低下が叫ば
れ、日常生活においても重要な基礎的な科
学的知識を持たない子どもが増えている。
科学実験や工作教室などを行うことで子
どもの科学への興味関心を喚起すると共
に子どもの創造力を育む

・モーターと歯ブラシを使っておもちゃの車を
作る。モーターの作動によって間接的に車輪を
回す原理を学びながらおもちゃを制作。
・競争することで、交流を図る。

１少年 1 1 1-午前 0 0 ７月 18 18 ○ ○
新潟大学工学部

パッククッキングでバナナ蒸しパンを作ろう １少年 1 1 1-午前 7,500 5,746 １２月 11 11 ○ ○
活動協力員２名
食推沼垂2名

１２月実施事業に関わる企画会議 ３成人 1 3 1-午前 0 0
9・12

月
3 8 ○ ○

活動協力員3名
食推沼垂2人

木と紙でよく飛ぶサイクロンＤをつくろう １少年 1 1 1-午前 7,500 8,544 ３月 7 7 ○ ○ 活動協力員３名

３月実施事業に関わる企画会議 ３成人 1 2 1-午前 0 0 1月 2 4 ○ ○ 活動協力員2名

小学校地域学習事業
学校と連携、自然や住環境、地域づくりを
学ぶ

地域環境を学ぶ １少年 1 8,000 0
コロナの影響で、学校が外部交流
を自粛。

青少年の居場所づくり
 （夏休みイベント）

小学生対象。居場所に賑わいを作るため，
イベントを開催し，夏休み中の子どもたち
や地域の大人が集う場を提供する。

マジックの実演と指導 居場所 １少年 1 1 2-午後 0 0 8月 13 13 ○ ○ マジック同好会

青少年の居場所づくり
 （冬休みイベント）

小学生対象。冬休み中の子どもの居場所と
してイベントを開催し、地域の子どもたちが
集う場を提供する。

イベント開催 居場所 １少年 1 0 0 コロナの影響で自粛。

青少年の居場所づくり
 （ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ）

小・中・高校生が気軽に立ち寄り、自由な時
間を過ごす中で、若者同士の交流、大人
（職員、地域住民）との交流により、相互理
解を図る。

フリースペースの提供 居場所 １少年 1 292
4-午
前・午
後

3,000 2,178
４～３

月
573 573

臨時休館期間にあたる９月３日か
ら９月１６日の開催は中止。

青少年の居場所づくり
（学習室開放）

中・高生の個人学習の支援を図る。 学習室の提供 居場所 １少年 1 292
4-午
前・午
後

2,000 1,922
４～３

月
89 89

臨時休館期間にあたる９月３日か
ら９月１６日の開催は中止。

わくわくキッズ

創作活動や体験活動を通して、他者との関
わり方や協力することの大切さを学ぶと共
に、異年齢交流を学ぶ場として設定するこ
とでお互いのコミュニケーションを図る。

・新潟市文化財センターが行っている調査で発
見された土器等の出土品から歴史について学
び、創作活動や体験活動で交流の機会を図る。

１少年 1 1 1-午前 3,000 1,880 8月 6 6 ○ ○ ○ 新潟市文化財センター

【新規】
子どもプロジェクト
［文化政策課予算］

沼垂小学校５学年児童対象。新潟市の未来
を担う子ども達に、当市独自の魅力である
水と土の歴史・暮らし文化・食や農・伝統芸
能・伝統工芸等の歴史や文化の魅力を伝え
つつ、併せて子ども達の創造性を育む機会
とする。

・地域食材の味噌等の発酵食品を学ぶ。
・味噌作りを体験する。
・味噌を使ったレシピを考える。
・ポスターなどの宣材を制作する。
・参観日や沼垂朝市で自分たちのレシピを基に
作られたお弁当やお菓子を販売する。

新規 １少年 1 13
4-午
前・午
後

0 0
４～１２

月
69 714 ○ ○ ○

文化政策課・沼垂小学校・大
佐渡たむら・田中屋・念吉・
百川味噌

旧公民館型ふれあいス
クール事業
［地域教育推進課予算］

学社民の協働による小学校出前事業の実
施

・沼垂小学校４年生の総合学習の時間に福祉を
学ぶ。
・視覚障害を持ちながら工夫して前向きに生活
している人の話を通して，自己の生き方につい
て考える。
・先々の見通しを立てて行動をすることの必要
性，生きていくために他者と協力し合うことの
重要性。それらがいかに大切であるかを学ぶ。

１少年 1 1 2-午後 0 5,200 ７月 64 64 ○ ○
沼垂小学校地域教育コー
ディネーター
手話サークルほほえみ会

旧公民館型ふれあいス
クール事業
［地域教育推進課予算］

学社民の協働による小学校出前事業の実
施

・沼垂小学校４年生の総合学習の時間に福祉を
学ぶ。
・参観日に開催し保護者にも手話を体験しても
らい，福祉についての学びから，保護者に家庭
教育の重要性を喚起し，家庭の教育力の向上を
図る。

１少年 1 1 1-午前 0 0 ７月 64 64 ○
沼垂小学校地域教育コー
ディネーター

旧公民館型ふれあいス
クール事業
［地域教育推進課予算］

学社民の協働による小学校出前事業の実
施

・笹口ひまわりクラブ共催事業。
・講師のけん玉指導により昔遊びの良さを児童
に伝えるとともに，地域ボランティアに児童の
見守り等で関わっていただくことで異年齢交流
を図る。

１少年 1 1 2-午後 0 10,207 １月 75 75 ○ ○ ○

笹口小学校地域教育コー
ディネーター
笹口小学校登録ボランティ
ア２名
活動協力員１名

旧公民館型ふれあいス
クール事業
［地域教育推進課予算］

学社民の協働による小学校出前事業の実
施

未定児童を対象に科学への興味・関心を喚起す
る事業を開催することで、学年の異なる児童や
保護者・地域の方々との世代間交流を図る。

１少年 1
4-午
前・午
後

0 0 ○
コロナの影響で、学校が外部交流
を自粛。

時間帯館名 事業名 事業の目的・主旨 内容・プログラム 新規
オンラ
イン実

施

基本施
策

3．青少
年の生き
抜く力を
育む機会
の充実

実績（最終） 連携先

備考
新型コロナウイルス感染症による

影響
当初予算額

（円）
開設数 回数

児童の理科への興味・関心の低下が叫ば
れ、日常生活においても重要な基礎的な科
学的知識を持たない子どもが増えている。
科学実験や工作教室などを行うことで子
どもの科学への興味関心を喚起すると共
に子どもの創造力を育む

東地区
公民館

キッズサイエンス

児童の理科への興味・関心の低下が叫ば
れ、日常生活においても重要な基礎的な科
学的知識を持たない子どもが増えている。
科学実験や工作教室などを行うことで子
どもの科学への興味関心を喚起すると共
に子どもの創造力を育む

キッズサイエンス

居場所
事業

保育 対象



執行済額
（円）

実施月
参加者

数
延参加
者数

1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画
委員・協
議会・団
体・ボラ
ンティア

7.NP
O・民
間等

主な連携先

お寺でゴーン
地域と連携し、子どもの社会性を養う。（ご
住職のお話、レクリエーションなど）

昔からあるお寺の成り立ちや地域を知り昔遊び
を楽しむ

１少年 未定 未定 2-午後 14,000 0 ○ ○
浜浦地区コミュニティ協議
会
活動協力員

念仏寺と協議し、新型コロナウイ
ルス感染防止のため中止とした。

学習室開放事業 中高生の居場所づくり
座・オアシスが満席の場合、講座室を学習室とし
て開放。春・夏・冬の長期休み期間は、学習室と
して常時開放。

居場所 １少年 1 162

6-午
前・午
後・夜
間

0 0 随時 878 878

子どもお楽しみ広場
冬休み期間中に、体験活動・交流の場を提
供する。

映写会（小学生対象）など １少年 1 2 1-午前 0 0 12月 40 40 ○ 活動協力員４名

座・オアシス 小中高生の居場所づくり（フリースペース）
2階ロビーに机・椅子を配置し、フリースペース
として開放。

居場所 １少年 1 294

6-午
前・午
後・夜
間

1,000 0 通年 2,352 2,352

将棋クラブ
小学生が将棋をとおして他校、他学年との
仲間づくりをする。

定期利用団体が講師となって、将棋を楽しく学
ぶ。

１少年 1 8 1-午前 6,000 10,400
10～3

月
14 75 ○

一歩会
（定期利用団体）

9月3日～16日、2月24日～3月
6日の臨時休館に伴い、一部中
止。

チャレンジゼミ
小学校と連携し、子どもたちに体験学習を
実施。

公民館で活動している団体が講師となって、小
学生たちが百人一首を学ぶ。

１少年 1 1 1-午前 6,000 5,200 1月 38 37 ○ ○
白雨かるた会
（定期利用団体）

夏休み子ども体験教室
子どもたちに、ものづくりの楽しさを体験
できる場を提供する

牛の搾乳、餌やり、工作 １少年 1 3 1-午前 6,000 5,200 7.8月 103 103 ○ 活動協力員6名 （館外）アグリパークにて搾乳体験

文字と書道に親しもう
文字の成り立ちや意味を学び書道に親し
む

全2回の連続講座
(1)文字の成り立ちを楽しく学ぼう
(2)大きな文字や絵手紙を書いてみよう

１少年 1 2 1-午前 11,000 63,652 8月 10 20 ○ 新潟大学

わくわくランド
小学生が体験活動をとおして他校、他学年
との仲間づくりをする。

土曜日を活用した小学生対象の連続講座（全5
回）。
けん玉、木工作、カーリンコン体験など。

１少年 1 4 1-午前 33,000 32,145
10月
～1月

14 50 ○ ○ 新潟大学
9月3日～16日、2月24日～3月
6日の臨時休館に伴い、一部中
止。

あそボウサイ 楽しみながら防災知識を身につける。
防災クイズ
防災グッズづくり
避難所探検

５総合（参
加者を限
定しない）

1 1 1-午前 18,000 9,129 11月 18 18 ○
防災減災応援隊にいがた・
活動協力員

当初予算額
（円）

実績（最終） 連携先

備考
新型コロナウイルス感染症による

影響
基本施

策
居場所
事業

保育 対象 開設数 回数 時間帯館名 事業名

関屋地
区公民

館

事業の目的・主旨 内容・プログラム 新規
オンラ
イン実

施

3．青少
年の生き
抜く力を
育む機会
の充実



令和３年度　事業実施報告（最終）　【基本施策４：高齢者の学習支援や社会参加の促進】

執行済額
（円）

実施月
参加者

数
延参加
者数

1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画
委員・協
議会・団
体・ボラ
ンティア

7.NP
O・民
間等

主な連携先

いきいきセミナー
シニア世代がいきいきと生きていくための
きっかけ作り

健康や，趣味についてなど多方面から学び，こ
れから自分のやってみたいことを見つけるきっ
かけとする。

４高齢
者

1 2
4-午
前・午
後

35,000 20,451
１月・３
月

30 47 ○ 活動協力員
まん延防止等重点措置のため休
館となったため一部中止。

とやの長寿学級
高齢者の健康と生きがいをテーマに学習
機会を提供

「減塩を目指した食事と健康」「おもしろ落語」他
４高齢
者

1 1 2-午後 10,000 0 7月 17 17 ○
老人クラブ鳥屋野地区協議
会

9月の発表会（老人クラブのサー
クルを中心に実施するミニ文化祭
及び3月の落語）を中止した。

正しい歩き方を知って
鳥屋野潟を歩こう!
ウオーキング塾

正しい歩き方を学び生活習慣病を予防す
る

自分のウオーキングスタイルを見つけて鳥屋野
潟のコースを歩く。

新規

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1 2 1-午前 0 19,714 10月 20 39 ○ 活動協力員

大人の文化講座

高齢者の生活を豊かにするため、日常生活
の中の文化を考え、知識や技能を身につけ
るとともに、社会参加のきっかけづくりと
する。

干支の正月飾り作成を通じて切り絵の技巧を
学ぶ

４高齢
者

1 1 2-午後 10,000 8,621 １１月 22 22 ○ 坂井輪切り絵同好会

大人の文化講座

高齢者の生活を豊かにするため、日常生活
の中の文化を考え、知識や技能を身につけ
るとともに、社会参加のきっかけづくりと
する。

地名・町名から見る地域の変遷を学ぶ
４高齢
者

1 1 2-午後 0 7,600 ３月 17 17 ○ 活動協力員１名

団塊世代対象事業

科学技術の進展が身近な生活に結びつい
ていることを認識するとともに，団塊世代
に公民館の存在を知ってもらい，公民館活
動への参加のきっかけづくりとする。

4連続講座で科学について学ぶ。
脳・地理学・宇宙・エネルギー

３成人 1 2 2-午後 91,000 32,738
臨時休館期間にあたる1月23日
から3月6日の開催につき中止。

グループ活性化事業
（サークル見学・体験会）

公民館利用団体の活動を紹介し、団体の新
規会員の獲得を支援する。

・公民館で利用団体の体験教室及び見学会を開
催。
・開催を周知するための広報活動を実施。

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1 30

6-午
前・午
後・夜
間

4,000 13,461 ３月 299 299 ○
東地区公民館利用団体連絡
協議会

自主グループ育成事業 公民館利用グループの活動支援
・定期利用団体の体験教室開催における活動支
援
・体験教室を周知するための広報活動

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1 0

6-午
前・午
後・夜
間

0 0
４～３
月

0 0 ○
東地区公民館利用団体連絡
協議会

文化祭
利用団体の学習成果の発表と団体相互の
親睦を図る

音楽芸能発表会・作品展示会・
ふれあい広場・体験教室・文化講演会

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1 3,000 0 ○ ○
東地区公民館利用団体連絡
協議会

4月に協議会役員会を開催し、新
型コロナウイルス感染拡大の状況
下で、ウイルス鎮静化の見通しが
立たないと判断したため中止を決
定。

おも知ろ関屋学
住民自らの地域研究を通じてコミュニティ
の再生を図る。

全8回の連続講座。
(1)関屋村ってどんなところ？
(2)信濃川下流域の治水を探る
(3)小林存と羽下修三
(4)歴史から消えた幼稚園・保育園
(5)明治11年明治天皇北陸東海道巡幸　他

３成人 1 7 2-午後 37,000 56,199
5～3
月

40 224 ○ 企画委員

ほがらか学級
健康で幸せなシニアライフを送るために必
要な知識、情報を楽しく学び、身につけて
もらう。

未定
４高齢
者

0 0
モーニングサロン代替事業と合同
開催。

世代間交流の集い
関屋中学校卓球クラブと利用団体との交
流を図る。

例年は、卓球の交流戦を開催してきたが、コロ
ナ渦の今年は別の形を模索中

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1-午前 11,000 0
利用団体から、感染拡大防止のた
め中止にしたいと申し出があっ
た。

当初予算額
（円）

実績（最終） 連携先

備考
新型コロナウイルス感染症による

影響

4．高齢
者の学

習支援や
社会参
加の促

進

鳥屋野
地区公
民館

東地区
公民館

関屋地
区公民

館

居場所
事業

保育 対象 開設数 回数 時間帯

※グレー塗りつぶし：中止事業

基本施
策

館名 事業名 事業の目的・主旨 内容・プログラム 新規
オンラ
イン実

施



令和３年度　事業実施報告（最終）　【基本施策５：現代的・社会的課題を探り、問題解決を促す学習機会の提供】

執行済額
（円）

実施月
参加者

数
延参加
者数

1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画
委員・協
議会・団
体・ボラ
ンティア

7.NP
O・民
間等

主な連携先

若者向け事業
20代30代対象の事業を実施することで、
若者が公民館や生涯教育と出会うきっか
けづくりや交流・学びの場を提供する

「若者×地域人～新潟へのオモイを話そう～」
・地域で活動している大人から、活動に対する
思いを聴く。
・ゲストスピーカーと若者の意見交流

２青年 1 1 2-午後 27,000 5,200 3月 4 4

公民館「よのなか科」
地域課題や世の中の気になること知りた
いことを幅広く学び地域交流を図る

にいがた2kｍのおへそで学ぶ
～まちの100年ものがたり～

新規
オンラ
イン

３成人 1 1 1-午前 22,000 39,200 3月 48 48 ○

鏡淵小学校連携事業
鏡淵小学校と連携して、児童が地域への関
心や愛着を高める機会をつくる。

５・６年生の総合学習に講師を派遣し、「砂の町・
新潟の楽しみ方」と題した講演を実施

新規
オンラ
イン

１少年 1 1 1-午前 16,000 9,000 ２月 75 75 ○
５年生（33人）および6年生（42
人）対象に実施。当日欠席した9人
はオンラインを利用して視聴。

湊地区コミュニティ活性
化支援事業

地域コミュニティ活動活性化支援の一環と
する。
超高齢化社会となっている地域の実情を
考慮し、地域の課題解決のための講座を開
催する。

コミ協と共催で防犯漫談を開催 ３成人 2-午後 11,000 0 3月 ○ 湊地区コミュニティ協議会 コミ協と協議し、中止決定。

高齢者課題解決事業

①高齢者を対象にしたスマホの使い方講
座や個別相談をおこなう。
②スマホ教室のサポート・個別相談に対応
するボランティアを育成する。
③定期利用団体と連携したオンラインによ
るサークル紹介や体験事業をおこなう。

スマホの学習をしている定期使用団の協力のも
と、高齢者を対象にしたスマホの使い方講座や
個別相談をおこなう。

新規
４高齢
者

1 4 1-午前 41,000 24,840 3月 12 48 ○ ○
新潟スマホ・タブレット倶楽
部

世代ごとに考える生活
設計
（マネープラン）

各世代の生活設計に合わせたマネープラン
について考える

ライフステージの異なる世代ごとに講座を実施
し、今後の生活設計に役立ててもらう。

３成人 6,000 0

「とやの地域学」講座
地域の歴史や昔の人々の暮らしぶり、生活
文化など
さまざまな角度から地域について学ぶ

地域の町名・地名・石碑などについて学ぶ

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1 3 2-午後 29,000 22,708
10～
11月

24 68 ○ 企画委員

とやの映画館
名作映画の上映を通じて、生涯学習の間口
を広げるとともに住民のニーズに応える

公民館を会場とした昔の映画の上映会

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

3 3 2-午後 2,000 0
5月・8

月・
１１月

96 96 ○ とやの映画サークル
まん延防止等重点措置のため休
館となったため一部中止。

鳥屋野潟の自然を楽し
む

新潟市の宝である、市街地に隣接し、豊か
な自然が残る鳥屋野潟の生物について学
ぶ

・夜の鳥屋野潟の散策（6月）
・昼の鳥屋野潟の散策（9月）

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

2 2
7-午
前・夜
間

22,000 21,800
6月・9

月
47 47 ○ 活動協力員

とやのレコードこんさー
と

参加者の音楽や芸能への関心を広げ，生涯
学習への間口を広げる。

公民館が用意したり、参加者が持ってきたりし
たレコードの上演。

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1 1 2-午後 0 0 ６月 23 23 ○ 活動協力員

スマートフォン活用講座

スマートフォンをさらに使いこなしたいと
考えている受講者に、スマートフォンの活
用方法を学ぶ機会を提供し、情報リテラ
シーの向上を図る。

LINEの使い方
スマートフォンのカメラの使い方

新規

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1 1 2-午後 0 0 1月 19 19

にいがた今むかし 新潟の街の姿の変遷を写真で考える
現在の街の姿と昭和の新潟の街の姿を写真で
見比べ解説を聞く

新規

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1 1 2-午後 0 0
まん延防止等重点措置のため休
館となったため

東地区
公民館

地域学振興事業

地域の歴史・文化を学び，自分たちが住む
地域に関心を持って，その良さを見つめ直
し，地域の活性化や地域づくりへとつなげ
る。

越後平野の特徴と鳥屋野潟の治水をテーマに
防災を考える

３成人 1 1 2-午後 18,000 20,944 １１月 34 34 ○ 活動協力員3名

初級登山教室
安全で楽しい登山のための知識・技術を習
得する。
講師：ゆきみ山の会（利用団体）

全6回の連続講座
(1)登山はこんなに素晴らしい！
(2)地形図トレーニング
(3)コンパスワーク①
(4)実地登山（角田山）
(5)コンパスワーク②
(6)安全登山術

３成人 1 6 3-夜間 8,000 0
10.11

月
15 79 ○

ゆきみ山の会
（定期利用団体）

関屋モーニングサロン
地域住民主体事業の開催と企画委員の育
成。

全7回の「市民がつくる市民の講座」
定員120名

３成人 45,000 0 ○ 企画委員
企画委員と協議し、新型コロナウ
イルス感染防止のため中止とし
た。

ほがらかサロン
健康で幸せに暮らしていくうえで、必要な
知識、情報を楽しく学び、身につける

全2回の連続講座。
(1)令和時代のふたつの「そうぞく」
(2)新潟の都市改造の歴史

３成人 1 2 1-午前 0 0

関屋モーニングサロンの代替事業
として計画したが、2月24日～3
月6日の臨時休館に伴い中止とし
た。

発達障がいを考える 発達障がいを理解する
発達障がいの特徴、特性を理解し、そのサポー
トを考える

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1 1 1-午前 0 20,000 3月 17 17 ○ 新潟大学
関屋モーニングサロンの代替事業
として実施

5．現代
的・社会
的課題を
探り、問
題解決を
促す学習
機会の
提供

関屋地
区公民

館

連携先

備考

※グレー塗りつぶし：中止事業

基本施
策

新型コロナウイルス感染症による
影響

中央公
民館

鳥屋野
地区公
民館

対象 開設数 回数 時間帯
当初予算額

（円）

実績（最終）

館名 事業名 事業の目的・主旨 内容・プログラム 新規
オンラ
イン実

施

居場所
事業

保育



執行済額
（円）

実施月
参加者

数
延参加
者数

1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画
委員・協
議会・団
体・ボラ
ンティア

7.NP
O・民
間等

主な連携先

ミニ・ギャラリー
リニューアル・オープン・イベント。
工事休館明けの利用促進を図る。

定期利用団体等の作品を共有スペースに展示
する。

３成人 1 5

6-午
前・午
後・夜
間

0 0 4.5月 550 550 ○ ○
定期利用団体連絡協議会3
団体、関屋中学校美術部

囲碁入門教室
小学生から大人まで、囲碁をとおして交流
する。

8月を除く毎月第1・3土曜日に開催。基礎的な
技術を学ぶ。

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1 15 1-午前 5,000 0
5月～
3月

18 115 ○
石栄会
（定期利用団体）

活動協力員との協働事業
活動協力員と協働で地域課題を解決する
ための事業を実施する。

新潟大学・岡村教授の力を借りて、関屋にゆか
りのある書家・高橋松顧の講座を開催

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1 2
4-午
前・午
後

21,000 30,800 10月 87 87 ○ 新潟大学

芸能発表
リニューアル・オープン・イベント。
工事休館明けの利用促進を図る。

公民館を利用している12団体による、合唱・ウ
クレレ・ダンス等の発表。

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1 1
4-午
前・午
後

0 0

新潟市の新型コロナウイルスの感
染者数が増加していたため。ま
た、新潟県が新潟市に対し特別警
報を発令したため。

大学健康公開講座
健康について学び、考える機会を提供す
る。

中止

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1 1 2-午後 0 0 ○ 新潟医療福祉大学
新型コロナウイルス感染拡大状況
を踏まえ、協議のうえ中止とした。

文化祭
公民館利用団体による作品展示や音楽芸
能発表、各種体験教室を行う

作品展示、芸能発表、お茶会、囲碁・将棋大会、
各種体験会

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1 3
4-午
前・午
後

24,000 0
新型コロナウイルス感染拡大状況
を踏まえ、協議会と相談し中止と
した。

防災教室
防災知識を身に着け、地域の防災力向上を
図る。

心肺蘇生法、AED操作の講習

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1 1 2-午後 0 6,200 ○ 防災減災応援隊にいがた
新型コロナウイルス感染拡大状況
を踏まえ、講師と相談し中止とし
た。

森のコンサート 地域の中で音楽をとおして交流する。
関屋・念仏寺の境内をお借りして、ミニ・コン
サートを開催

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1-午前 14,000 0
念仏寺と協議し、新型コロナウイ
ルス感染防止のため中止とした。

子育てチャリティーバザー
チャリティーバザーを通じて、資源の有効
活用と循環型社会について考える。

・子ども用衣類等のリサイクル
・子育てサークルと連携し開催
・収益は社会福祉協議会へ寄付

新規

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1 1 居場所 1-午前 0 0 ○ 利用団体（不定期）
新型コロナウイルス感染拡大状況を踏
まえ、協力団体と相談し中止とした。

令和３年度　事業実施報告（最終）　【基本施策６：その他】

執行済額
（円）

実施月
参加者

数
延参加
者数

1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画
委員・協
議会・団
体・ボラ
ンティア

7.NP
O・民
間等

主な連携先

中央公
民館

公民館職員研修
公民館職員として必要な知識や技術を学
ぶ

・新任職員研修（基本編/実践編）
・スキルアップ研修
・全職員研修
・館長研修

３成人 1 5
4-午
前・午
後

37,000 0
4～12
月

220 220
臨時休館の為、全職員研修を集合
研修ではなく録画した講演動画を
各自視聴する形式に変更した。

自主グループ育成・支援
事業

自主グループの育成・活動支援 サークル活動体験のPR、支援

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1 2 3-夜間 0 0 5月 1 2

文化祭
美術文芸・音楽芸能・交歓の広場・お茶席な
ど各サークルの発表の場

音楽芸能・美術作品などの発表

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

0 0 ○
鳥屋野地区公民館利用団体
連絡講義会

利用団体連絡協議会が実施した
総会の書面決議により開催につい
て会員の意志を確認し、5月14日
の役員会で中止が決議された。

子ども遊びの広場
リニューアル・オープン・イベント。
工事休館明けの利用促進を図る。

春休み期間中の居場所づくり。子供向け公民館
事業への参加者増を図る。
(1)新聞紙で玉入れ
(2)ミニ・カーリング
(3)めんこ
(4)ペットボトル・ダーツ
(5)風船リフティング

新規 １少年 1 5 2-午後 0 0 4月 94 94

男声コーラスを楽しもう
リニューアル・オープン・イベント。
工事休館明けの利用促進を図る。

出演：しなのグリークラブ
アニメのテーマソング・四季折々の歌・世界の民
謡等を楽しむ。

新規

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1 1 1-午前 0 0 4月 21 21

測って笑って免疫力アッ
プ
～健康測定と落語～

リニューアル・オープン・イベント。
工事休館明けの利用促進を図る。

出演：とやの楽語会
協力：中央地域保健福祉ｾﾝﾀｰ
血管年齢・血圧・握力・開眼片足立ちを測定した
後、落語を楽しむ。

新規

５総合
（参加
者を限
定しな
い）

1 1 1-午前 0 0 4月 25 25

連携先

備考
新型コロナウイルス感染症による

影響

関屋地
区公民

館

保育 対象 開設数 回数 時間帯
当初予算額

（円）
事業名 事業の目的・主旨 内容・プログラム 新規

オンラ
イン実

施

居場所
事業

基本施
策

館名

実績（最終）

６．その他

鳥屋野
地区公
民館

関屋地
区公民

館

対象 開設数 回数 時間帯
当初予算額

（円）

実績（最終）

※グレー塗りつぶし：中止事業

基本施
策

館名 事業名 事業の目的・主旨 内容・プログラム 新規
オンラ
イン実

施

居場所
事業

保育

連携先

備考
新型コロナウイルス感染症による

影響



 資料４ 

令和４年度 新潟市公民館事業の基本方針 
 

 

１ はじめに 

新潟市教育委員会は令和２年３月、新潟市教育ビジョン第４期実施計画を策定しました。 

この計画では、学・社・民の融合による人づくり・地域づくり・学校づくりを通して、「これ

からの社会をたくましく生き抜く力」を育成することが、中心的な考え方として掲げられてい

ます。また「学校教育」、「生涯学習」、「教育行政」の各分野の施策が示され、「生涯学習」にお

いては、「絆づくりと活力あるコミュニティの形成」、「多様なニーズに応じた学習機会の充実」、

「生涯学習･社会教育の推進を支える基盤整備」の３つに取り組むことがうたわれています。 

今日の少子・超高齢化などによる人口構成の変化や人口減少、ICT の発展による高度情報社

会の到来、自然災害の多発、さらには地域コミュニティや人間関係の変化に伴い、これからの

社会では、地域課題の解決や地域活性化を推し進める人材の育成が重要になってきました。 

このような中で、公民館は、地域課題や社会の課題に向き合い、子どもから高齢者まで世代

に応じた学びの場を充実させ、その成果を地域で活かすとともに新たなつながりを広げること

によって、安心して暮らせる地域づくりを支えていきます。 

 

２ 基本方針 

（１）社会の変化や市民の多様なニーズに応じた学習機会の充実 

社会状況の激しい変化に対応できるように、子育てや家庭教育の支援、青少年の健全育

成や高齢者の学習機会の充実など、各世代の学びの場の提供と支援に努めます。 

（２）学・社・民の融合による地域の教育力の向上 

学校、家庭、地域そして公民館等の社会教育施設が連携・協力しながら、地域社会全体

の教育力の向上に努めます。 

（３）自信をもって自己実現していける市民の育成 

人とのかかわりの中で互いに考えを伝え合い合意形成を図るなど学習者の自己肯定感

を高めるような学習機会の提供を通して、変化の激しいこれからの社会で自己実現して

いくことができる力を高めます。 

（４）学びの循環を活かした地域コミュニティの形成・活性化への支援 

学びを通して、地域の課題・生活上の課題を把握し、解決に向けて取り組むことで、地

域での絆をつくり、コミュニティの形成と活性化に努めます。 

 

３ 基本施策 

（１）人づくり、地域づくりを通した地域コミュニティ活動の活性化への支援 

（２）家庭における教育力向上の支援 

（３）青少年の生き抜く力を育む機会の充実 

（４）高齢者の学習支援や社会参加の促進 

（５）現代的・社会的課題を探り、問題解決を促す学習機会の提供 

 

４ 事業実施と評価 

各公民館は、基本方針を基に地域の実情やニーズにあわせた事業を実施し、事業実施後は、

事業の内容や成果について評価を行い、今後の公民館事業の充実を図ります。 



1 
 

令和４年度公民館の主な予算について 

（中央・鳥屋野・東地区・関屋分） 
（歳入） 

（単位 円） 
名称 本年度予算 前年度予算 

公民館使用料 

サークルなどの貸館によ

る使用料 

 

 

 

 9,064,000 

 

【内訳】 

中央   4,515,000            

鳥屋野  1,616,000       

東    1,552,000         

 関屋   1,381,000 

          

 

9,064,000 

 

【内訳】 

中央   4,515,000            

鳥屋野  1,616,000       

東    1,552,000         

 関屋   1,381,000 

          

建物貸付料 

自動販売機設置業者から

の賃料 

274,000 274,000 

教育費雑入 

コピー機の利用料など 

780,000 757,000 

 

（歳出） 
（単位 円） 

名称 本年度予算 前年度予算 

地域コミュニティ 
活動活性化支援事業 

地域コミュニティ活動の

活性化を支援するため

に，コミュニティ協議会

等の地域団体と連携しな

がら，地域課題解決のた

めに必要な事業を実施す

るとともに，地域活動を

担う人材の育成を支援す

る。また，地域課題に取

り組む人材や団体のつな

ぎ役となるコミュニティ

コーディネーターの育成

講座を実施する。 
 

0 

 

263,000 

 

【内訳】 

中央   74,000 

鳥屋野   53,000 

東    44,000 

関屋   92,000 

 

資料５ 



2 
 

名称 本年度予算 前年度予算 

家庭教育振興事業 

子育て期の親等に子育て

に関する学習機会を提供

し，親同士の仲間づくり

を推進するために，出産

前から思春期までの家庭

教育学級を開催するとと

もに，子育てに関する情

報交換の場の設置など，

子育て支援事業を実施す

ることにより，家庭の教

育力向上を図る。 

2,922,000 

 

【内訳】 

中央   2,225,000 

鳥屋野  189,000 

東    281,000 

関屋    227,000 

3,224,000 

 

【内訳】 

中央   2,434,000 

鳥屋野  216,000 

東    322,000 

関屋    252,000 

公民館事業 

生涯学習社会にふさわ

しいひとづくり，地域づ

くりを目指し，市民の学

習活動を支援する。 
 

747,000 

 

【内訳】 

中央    196,000 

鳥屋野    151,000 

東    210,000 

関屋    190,000 

 

825,000 

 

【内訳】 

中央    262,000 

鳥屋野    165,000 

東    191,000 

関屋    207,000 

 

子ども体験活動・ボラン

ティア活動推進事業 

 土日や長期休業期間に

子どもたちに様々な野外

活動やものづくり等の体

験型事業を実施し、子ど

もたちの健全育成を図

る。 

140,000 

 

【内訳】 

中央     37,000 

鳥屋野    21,000 

東     19,000 

関屋     63,000 

174,000 

 

【内訳】 

中央     72,000 

鳥屋野    21,000 

東     18,000 

関屋     63,000 

施設の管理運営費 

 

公民館施設の修繕や清

掃・警備などの委託契約、

物品購入などに係る経

費。 

   

※中央公民館（クロスパ

ル）の維持管理費の大半

は、生涯学習センター予

算で別に賄っています。 

22,933,000 

 

【内訳】 

中央  2,226,000 

鳥屋野・東・関屋 

20,707,000 

 

 

22,465,000 

 

【内訳】 

中央  1,551,000 

鳥屋野・東・関屋 

20,914,000 

 

 

 



中央区内公民館　R4年度事業計画および事業実施状況（6月末時点）

1 2 3 4 5 6 合計

計画事業数 12 32 24 10 20 3 101

中止事業数 0 0 0 1 0 1 2

中止事業の代替事業実施数 0 0 0 0 0 0 0

新規事業実施数 0 1 2 0 1 0 4

オンラインを活用した講座実施数 0 3 0 0 1 0 4

居場所事業実施数 3 4 7 0 0 0 14

実施状況＼基本施策

1. 人づくり、地域づくりを通した地域コミュニティ活動の活性化への支援
2. 家庭における教育力向上の支援
3．青少年の生き抜く力を育む機会の充実
4．高齢者の学習支援や社会参加の促進
5．現代的・社会的課題を探り、問題解決を促す学習機会の提供
6．その他



令和４年度　事業計画　【基本施策１：人づくり、地域づくりを通した地域コミュニティ活動の活性化への支援】

1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画委
員・協議
会・団体・
ボラン
ティア

7.NP
O・民間

等
主な連携先

学校連携事業（鏡淵小）
地域の歴史について学びを深め、児
童が伝統ある自校に誇りをもち、地域
愛を育む機会とする。

未定
５総合（参
加者を限
定しない）

未定 未定 未定 未定 25,000 ○ ○
鏡淵小学校
活動協力員

学校連携事業（寄居中）
寄居中学校防災⼒アップ講座

多発する自然災害発⽣時における避
難所での活動に対応できる防災意識
と技術を⾝につけ、地域防災⼒の向
上を図る。

寄居地域の講座
ハイパージュニアレスキュープログラム ２青年

11・12
月

1 2 2-午後 0 ○ ○ 寄居中学校、中央区地域課

みんなのふれあい広場 地域の情報交換・交流の場
毎⽉第1・3火曜⽇の午後に地域の世代間
交流を開催。健康体操などミニコーナーを実
施。

居場所
５総合（参
加者を限
定しない）

通年 1 21 2-午後 11,000

活動協⼒員会議 活動協⼒員への情報提供・公⺠館
事業に関する意⾒交換等

年３回程度、公⺠館事業についての意⾒
交換や情報提供をおこなう。

５総合（参
加者を限
定しない）

4・10・
3月

1 3
4-午
前・午
後

0 ○ 活動協力員

学⽣連携事業 学⽣が主体となり事業を企画・運営す
る。 未定

５総合（参
加者を限
定しない）

未定 未定 未定
4-午
前・午
後

46,000 ○
新潟青陵大学地域活性化
サークルＭＹＴＯＫＯ

出前講座
出前講座を実施することにより、地域
から学校を⾝近に感じてもらうきっかけ
とする。

防災の話
⾝近なもので炊飯

５総合（参
加者を限
定しない）

9月 1 1 1-午前 10,000 ○
上山中・上山小・鳥屋野小の
各学校地域教育コーディ
ネーター

健康寿命延伸学習会
コミュニティ協議会と連携し、地域課題
としている「健康寿命延伸」についての
学習会を開催する。

健康寿命延伸に関する講演会 ３成人 10月 1 1 2-午後 8,000 ○ 上所校区コミ協

上所夏まつり 上所夏まつりの出店に協⼒し、⼦ども
健全育成を図る。 アロマジェル作り

５総合（参
加者を限
定しない）

8月 1 1 2-午後 0 ○ ○ ○

上所小学校
上所小地域教育コーディ
ネーター
上所小学校PTA
活動協力員

地域活性化支援事業
各世代の抱える問題やニーズを考え、
その解決策を考えるとともに、地域の
活性化に繋げる機会とする。

外国籍の⽅を対象のまちあるき・⽇本文化
体験事業。沼垂地域や魅⼒を発信する。
万代高校やコミュニティ協議会等と連携した
地域活性。

５総合（参
加者を限
定しない）

7月 1 1 1-午前 31,000 ○ ○ ○ ○ ○

万代高校
活動協力委員
ボランティア
沼垂小学校区
コミュニティ協議会

地域の茶の間たんぽぽ 高齢者相互の交流を図り、地域の絆
を深める

⻑嶺地区コミ協と共催をして、軽スポーツ、
公⺠館利⽤団体の発表の鑑賞など交流を
深める居場所

居場所 ４高齢者 通年 1 12 2-午後 0 ○
公民館利用団体
長嶺地区コミュニティ協議会

⻑嶺世代間交流 高齢者相互の交流を図り、地域の絆
を深める

⻑嶺地区コミ協と共催をして、万代⻑嶺小
児童の発表、公⺠館利⽤団体の発表の鑑
賞など交流を深める

居場所
５総合（参
加者を限
定しない）

9月12
月

1 2
4-午
前・午
後

0 ○ ○ ○
万代長嶺小学校
公民館利用団体
長嶺地区コミュニティ協議会

関屋地区
公民館

サークル活動体験会
利用団体の体験会を開催し、新規
会員の獲得と活性化を図る。

希望団体を募集し、区だより等により体
験会を周知。各団体の活動時間に体験
会を開催する。

３成人 9.11月 1 2

6-午
前・午
後・夜
間

0

備考当初予算額
（円）

連携先

保育 対象
実施予
定月

開設数 回数 時間帯

1. 人づ
くり、地
域づくり
を通した
地域コ
ミュニ

ティ活動
の活性化
への支援

新規 居場所基本施策

中央公民
館

鳥屋野地
区公民館

館名 事業名 事業の目的・主旨 内容・プログラム
オンラ
イン実

施

東地区公
民館

資料６



令和４年度　事業計画　【基本施策２：家庭における教育力向上の支援】

1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画
委員・協
議会・団
体・ボラ
ンティア

7.NP
O・民間

等
主な連携先

プレママ・パパオンラインカフェ

⼦育て支援の一環として、安心して出
産し⼦育てができるように、妊娠中の
⼥性及びそのパートナーを対象にオン
ラインで情報交換等を⾏う。

出産後の⽣活をイメージし、夫婦で⼦育てし
ていくことについて考え、実践につなげていく。

オンラ
イン

３成人 1月 1 未定 未定 26,000 ○ ○ ○
新潟小学校
企画委員4名
活動協力員

乳児期家庭教育学級（ゆりか
ご学級2期）

核家族化・少⼦化がすすむ現代社会
において、孤⽴した⼦育てをしている保
護者に仲間づくりの機会を提供し、親
として必要な知識を学ぶ場とする。

全4回の保育付き連続講座。
(1)お友達になりましょう
(2)いま親としてⅠ
(3)いま親としてⅡ
(4)みんなで⼦育てトーキング

有 ３成人 6・7月 1 4 1-午前 135,000

乳児期家庭教育学級（ゆりか
ご学級4期）

核家族化・少⼦化がすすむ現代社会
において、孤⽴した⼦育てをしている保
護者に仲間づくりの機会を提供し、親
として必要な知識を学ぶ場とする。

全4回の保育付き連続講座。
(1)お友達になりましょう
(2)いま親としてⅠ
(3)いま親としてⅡ
(4)みんなで⼦育てトーキング

有 ３成人 1・2月 1 4 1-午前 135,000

乳児期父親学級
乳児期の⼦どもを持つ父親を対象に、
家庭教育について学び合う機会を提
供する。

未定 有 ３成人 未定 1 3 1-午前 58,000 ○ 活動協力員

オンライン家庭教育学級
乳幼児期の⼦どもを持つ保護者を対
象に、オンラインで参加者と公⺠館を
つなぎ、学び合う機会を提供する。

(1)お試しオンライン「Zoomでおしゃべりして
みよう︕」
(2)おうちでみんなで親⼦ヨガ

オンラ
イン

３成人 7・8月 1 2 1-午前 40,000

いのちの授業 児童・⽣徒を対象に、命の⼤切さを学
ぶことで自己肯定感を育む。 学校を会場としたいのちの授業 １少年 未定 1 1 1-午前 27,000 ○ 新潟小学校

児童期家庭教育学級
「ペアレントプログラム」

小学⽣期の保護者を対象にペアレン
トプログラムの手法を使って⼦どもとの
関わり⽅を学ぶ。

全6回の連続講座
（1）現状把握表を書いてみよう︕
（2）⾏動で書いてみよう︕
（3）同じカテゴリーを⾒つけよう︕
（4）ギリギリセーフ︕をみつけよう︕
（5）ギリギリセーフをきわめよう︕
（6）ペアプロでみつけたことを確認する︕
（7）フォローアップ

３成人
5～10
月

1 7 1-午前 4,000

父親学級
小学⽣の児童をの父親を対象に、家
庭教育について学び合う機会を提供
する。

全6回の連続講座
（1）オリエンテーション
（2）学校とのつきあい⽅「令和の⽇本型
学校教育」〜自律のために親ができること〜
（3）親⼦で動画作成体験「撮影テクニック
を学ぶ」〜動画クリエーターになろう︕〜
（4）⼦どもとのコミュニケーション術「父と⼦
のニコニココミュニケーション術」
（5）「新しい社会を⽣きる⼦どもたちに求
められる⼒とは」〜ポジティブな端末利⽤のた
めに⼤⼈ができること〜
（6）目的地は秘密…ヒントを頼りに公共
交通機関を使って現地に集合︕「親⼦で楽
しむミステリーツアー⁉」

３成人
7月～
9月

1 6

6-午
前・午
後・夜
間

64,000 ○ 企画委員6名

ひよこファミリーらんど ⼦育て中の⽅を対象とした居場所作
り。

保育室を開放して保護者と⼦どものための
居場所を提供する。

居場所
５総合（参
加者を限
定しない）

通年 49 49 1-午前 33,000 ○ ○
活動協力員
ボランティアスタッフ4名

ひよこスタッフ研修会
⼦育て中の⽅を対象とした居場所「ひ
よこファミリーらんど」のボランティアスタッ
フを育成するための研修会。

未定 有 ３成人 未定 1 未定 1-午前 19,000

対象
実施予
定月

開設数 回数

2. 家庭
における
教育力向
上の支援

基本施策 館名 事業名 事業の目的・主旨 内容・プログラム 新規
オンラ
イン実

施
居場所 保育

連携先

備考時間帯 当初予算額
（円）

中央公民
館



1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画
委員・
協議
会・団
体・ボ

7.NP
O・民間

等
主な連携先

外国⼈向け講座

新潟市内で⼦育て中の外国⼈ファミ
リーとその家族が情報交換・交流をす
ることで、慣れない土地での育児の負
担感を軽減する。

情報交換・交流会
５総合（参
加者を限
定しない）

9月 1 1 1-午前 24,000 ○
国際課・新潟市国際交流協
会

⼦育て学習出前講座
就学時健診や入学説明会など保護
者が集まる機会を利⽤し、家庭教育
の⼤切さを学んでもらう。

家庭教育の⼤切さ、⼦どもの心⾝の発達や
インターネット・ＳＮＳの利⽤など ３成人 通年 1 101

4-午
前・午
後

1,590,000 ○ 市内小中学校

保育者研修会
全市の保育者が⼦育ての環境と⼦育
て支援の現状を理解し、よりよい保育
室運営を図る機会とする。

講義とグループワーク
（保育委員会で検討） ３成人

２～3
月

1 3 1-午前 70,000

保育者交流会
（中央区4館合同）

安全で円滑な保育活動を⾏うため、
保育付き事業の内容確認と、保育者
同⼠、保育者と職員の交流を図る。

・令和４年度保育室併設事業について
・「保育の手引き」、「新型コロナウイルス感
染症対策保育室運営ガイドライン」の確認
・前年度の保育運営についてのふりかえり等
情報交換

３成人 5月 1 1 1-午前 0

乳児期家庭教育学級

乳児期の⼦育てについての学習や、
受講者同⼠の意⾒交換・情報共有
を促進することで、⼦育てへの不安
感・負担感軽減を図る。

全4回の連続講座
(1)ふれて、笑って赤ちゃんと楽しもう
(2)イライラ、モヤモヤ　どうしてる︖
(3)伝えることから始めよう
(4)私たちは⼦育て同級⽣︕

オンラ
イン

５総合（参
加者を限
定しない）

6・7月 1 4 1-午前 41,000

幼児期家庭教育事業

幼児期の⼦育てについての学習や、
受講者同⼠の意⾒交換・情報共有
を促進することで、⼦育てへの不安
感・負担感軽減を図る。

全4回の保育付き連続講座
(1)未定
(2)未定
(3)未定
(4)未定

有
５総合（参
加者を限
定しない）

10月 1 4 1-午前 120,000

児童期・思春期家庭教育学級
児童期・思春期の⼦育てについて学
習することで、⼦育てへの不安感・負
担感軽減を図る。

未定 ３成人 未定 1 1 未定 16,000

保育者交流会(中央区4館合
同）

よりよい保育室運営のための意⾒交
換の場として実施

保育の手引き・保育室運営ガイドラインの確
認、情報交換など ３成人 5月 1 1 1-午前 0

⼦育てサロン 親⼦の居場所づくりで親⼦が楽しめ、
さらに情報交換できる場を提供する。 自由あそび 居場所

５総合（参
加者を限
定しない）

通年 1 22 1-午前 12,000 ○ 地域スタッフ

⼦育てサロンスタッフ研修 ⼦育てサロンスタッフ対象の研修 未定 居場所 ３成人 3月 1 1 未定 0 ○ 地域スタッフ

乳児期家庭教育学級
（ゆりかご学級第１期）

⼦育てへの不安感・負担感軽減を図
る。

(1)お友達になりましょう
(2)赤ちゃんのいる暮らし
(3)いま親としてⅠⅡ
(4)特別編２回

有 ３成人 5月 1 6 1-午前 123,000 ○ 活動協力員

幼児期家庭教育学級

幼対象︓1歳以上小学⽣未満の⼦
どもの保護者
⼦育てへの不安感・負担感軽減を図
る。

(1)英語で親⼦遊びとヨガ
(2)⾔葉の育ちと遊び
(3)幼児期の心の発達
(4)⼤丈夫を育てる心の講座

有 ３成人 9月 1 4 1-午前 79,000 ○ ○ 活動協力員

幼児期家庭教育学級
(復帰・入園準備セミナー)

⼦育てへの不安感・負担感軽減を図
る。

幼児の⼦育てについての学習や、受講者同
⼠の意⾒交換・情報共有を促進させる講座
（対象︓産休・育休明け前保護者）

新規 有 ３成人 3月 1 2 1-午前 61,000 ○ 活動協力員

回数 時間帯 当初予算額
（円）

連携先

鳥屋野地
区公民館

備考

中央公民
館

基本施策 館名 事業名 事業の目的・主旨 内容・プログラム 新規
オンラ
イン実

施
居場所 保育 対象

実施予
定月

開設数

東地区公
民館

2. 家庭
における
教育力向
上の支援



1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画
委員・協
議会・団
体・ボラ
ンティア

7.NP
O・民間

等
主な連携先

児童期家庭教育学習会

保護者が講座の企画に参画すること
で、保護者からのニーズの高い学習内
容を選定。それを学ぶ機会を提供する
ことで家庭における教育⼒の向上を図
る。

小学校出前講座 有 ３成人 未定 1 1 未定 14,000 ○ ○ 沼垂小学校・PTA

⼦育てサロン
⼦育て中の保護者同⼠の仲間づくりと
育児負担の軽減を図る。 年間を通じて未就園児とその保護者が参加

できるフリースペースを設置。
居場所

５総合（参
加者を限
定しない）

通年 1 47
4-午
前・午
後

4,000 ○ ○
活動協力員
万代長嶺民児協
絵本を楽しむ会

保育者交流会(中央区4館合
同）

保育者を対象とし、保育者・職員の
交流。安全な保育室を運営するため
の意⾒交換会

保育の手引き、感染症対策ガイドラインの
確認、ゆりかご学級の打ち合わせ ３成人 5月 1 1 1-午前 0

学校出前型事業① 講座を通して地域住⺠と学校の交流
を図る（中学校） 未定 ３成人 11月 1 1 未定 3,000 ○ ○ 活動協力員

学校出前型事業② 学校と連携。地域への学びを深める。
（小学校） 未定 ３成人 未定 1 1 未定 3,000 ○ ○ 活動協力員

あかちゃんお誕⽣おめでとう
地域で安心して⼦育てできる環境と
若い世代が地域活動に参加できる環
境をつくる。

赤ちゃんの誕⽣をお祝いする会。
地域の⺠⽣委員・児童委員との顔合わせ、
保健師の育児相談、保護者同⼠の交流会
など。

３成人
5.10
月

2 2 1-午前 5,000 ○ ○ ○
浜浦地区コミュニティ協議会
民児協・社協

⼦育てネットまつぼっくり ⼦育て交流や情報交換を⾏う。 親⼦の居場所・遊び場
５総合（参
加者を限
定しない）

通年 1 50 1-午前 11,000 ○ ○ 民児協・ボランティア

乳児期家庭教育学級（ゆりか
ご学級） 乳児期の家庭教育のあり⽅を考える。

全4回の連続講座。
(1)お友達になりましょう
(2)いま親としてⅠ
(3)いま親としてⅡ
(4)みんなで⼦育てトーキング

３成人
9.10
月

1 4 1-午前 150,000

幼児期家庭教育学級 幼児期の家庭教育のあり⽅を考える。

全4回の連続講座。
(1)自分らしい⼦育てを楽しむ
(2)⼦どもの発達を考える
(3)10年後の私を考える

３成人 6.7月 1 3 1-午前 66,000

基本施策 館名 事業名 事業の目的・主旨 内容・プログラム

関屋地区
公民館

新規
オンラ
イン実

施
居場所 保育 対象

実施予
定月

開設数 回数 時間帯 当初予算額
（円）

連携先

備考

2. 家庭
における
教育力向
上の支援

東地区公
民館



令和４年度　事業計画　【基本施策３：青少年の生き抜く力を育む機会の充実】

1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画
委員・協
議会・団
体・ボラ
ンティア

7.NP
O・民間

等
主な連携先

こども体験活動
小学⽣を対象に、体験活動を通し
て、⼦どもたちの豊かな⼈間性や社会
性を育む機会とする。

「クロスパル探検隊〜めざせクロスパルマス
ター〜」
サークル体験を通して多世代交流を図りな
がら、クロスパルを知るきっかけとする。

１少年 7月 1 1 2-午後 37,000 ○ ○
活動協力員
企画委員2名
公民館利用サークル3団体

若者向け事業
20代〜30代を対象に、若者が公⺠
館や⽣涯教育と出会うきっかけづくりや
交流・学びの場を提供する。

未定 ２青年 未定 1 未定 未定 28,000

⼦どもの居場所づくり（ちゃっとら
んど）

学⽣（中学⽣以上）を対象とした居
場所づくり

毎⽉第一土曜⽇の午後、中学⽣以上を対
象に⾳楽室を無料開放 居場所 １少年 通年 1 12 2-午後 5,000

⼦ども体験事業
野外体験

体験学習を通して、⼦どもたちの健全
育成を図る。 県庁の森でセミの羽化を観察する

５総合（参
加者を限
定しない）

7月 1 1 3-夜間 21,000 ○ 活動協力員

⼦ども体験事業
３つの色でカラフルイラストを描
いてみよう

体験学習を通して、⼦どもたちの健全
育成を図る。

色の仕組みに興味を持たせ、芸術制作への
関心を高める １少年 7月 1 1 2-午後 0

⼦ども体験事業
水族館っておもしろい

体験学習を通して、⼦どもたちの健全
育成を図る。

マリンピア⽇本海の仕組みや海の⽣き物に
興味を持たせる 新規 １少年 8月 1 1 1-午前 0

⼦ども体験事業
自然にやさしいキーホルダーを作
ろう

体験学習を通して、⼦どもたちの健全
育成を図る。 科学実験を通してサイエンスの楽しさを知る 新規 １少年 8月 1 1 1-午前 0

学習室開放事業 学習意欲のある中高⽣に自習室を提
供

放課後学習室、春休み学習室、夏休み学
習室、冬休み学習室

居場所 １少年 通年 1 260 2-午後 0

⼦どもの居場所事業・小中高
⽣フリースペース 「とやの〜び」談話コーナーの場の提供 小中高⽣が自由に使える場として、フリース

ペースを開放する。
居場所 １少年 通年 1 51 2-午後 0 ○ 上所地区民協

お寺でゴ―ン

児童が普段の⽣活ではできない体験
活動を⾏い，規則正しい⽣活習慣や
礼儀を⾝に着け社会性を学ぶことを目
的とする。

座禅体験ほか １少年 10月 1 1 2-午後 53,000 ○ 活動協力員

⻘少年の居場所づくり
 （ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ）

小・中・高校⽣が気軽に⽴ち寄り、自
由な時間を過ごす。 フリースペースの提供 居場所 ２青年 通年 1 347 2-午後 4,000

⻘少年の居場所づくり
（学習室開放） 中・高⽣の個⼈学習の支援を図る。 学習室の提供 居場所 ２青年 通年 1 347 2-午後 0

キッズサイエンス

異学校・異学年の交流を図る。児童
の科学への学びや物作りの楽しさを知
る。創造⼒・探求心を育む機会の提
供。

科学に親しむことを目的にした科学実験や
⼯作教室などの体験活動を⾏う。 １少年

8・12・
3月

1 3 未定 14,000 ○ 活動協力員

わくわくキッズ

屋外での体験活動や異年齢交流。
小学⽣を対象とし、私たちの町の暮ら
しを支える仕事を現地に出かけ⾒学・
体験し興味・関心を深める。

国土交通省北陸地⽅整備局
水理実験場
浚渫船「⽩⼭」⾒学予定

１少年 8月 1 1 2-午後 5,000 ○ 活動協力員

連携先

居場所

東地区公
民館

基本施策 館名 事業名 備考保育 対象
実施予
定月

開設数 回数 時間帯事業の目的・主旨 内容・プログラム 新規
オンラ
イン実

施
当初予算額

（円）

中央公民
館

鳥屋野地
区公民館

3．青少
年の生き
抜く力を
育む機会
の充実



1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画
委員・協
議会・団
体・ボラ
ンティア

7.NP
O・民間

等
主な連携先

お寺でゴーン
地域と連携し、⼦どもの社会性を養
う。（ご住職のお話、レクリエーションな
ど）

昔からあるお寺の成り⽴ちや地域を知り昔遊
びを楽しむ １少年 未定 未定 未定 2-午後 14,000 ○ ○

浜浦地区コミュニティ協議会
活動協力員・老人クラブ

学習室開放事業 中高⽣の居場所づくり
座・オアシスが満席の場合、講座室を学習
室として開放。春・夏・冬の⻑期休み期間
は、学習室として常時開放。

居場所 １少年 随時 1 随時

6-午
前・午
後・夜
間

0

⼦どもお楽しみ広場 冬休み期間中に、体験活動・交流の
場を提供する。 映写会（小学⽣対象）など １少年 12月 1 2 1-午前 0 ○ 活動協力員

座・オアシス 小中高⽣の居場所づくり（フリース
ペース）

2階ロビーに机・椅⼦を配置し、フリースペー
スとして開放。

居場所 １少年 通年 1 通年

6-午
前・午
後・夜
間

1,000

将棋クラブ 小学⽣が将棋をとおして他校、他学
年との仲間づくりをする。

定期利⽤団体が講師となって、将棋を楽しく
学ぶ。 １少年

6月～
3月

1 19 1-午前 6,000 ○
一歩会
（定期利用団体）

チャレンジゼミ 小学校と連携し、⼦どもたちに体験学
習を実施。

公⺠館で活動している団体が講師となって、
小学⽣たちが百⼈一首を学ぶ。 １少年 １月 1 1 1-午前 6,000 ○ ○

白雨かるた会
（定期利用団体）

夏休み⼦ども体験教室 ⼦どもたちに、ものづくりの楽しさを体験
できる場を提供する 未定 １少年 ７．８月 1 3 1-午前 6,000 ○ 活動協力員

文字と書道に親しもう 文字の成り⽴ちや意味を学び書道に
親しむ

全2回の連続講座
(1)文字の成り⽴ちを楽しく学ぼう
(2)⼤きな文字や絵手紙を書いてみよう

１少年 ８月 1 2 1-午前 11,000 ○
新潟大学
（岡村教授）

わくわくランド 小学⽣が体験活動をとおして他校、
他学年との仲間づくりをする。

土曜⽇を活⽤した小学⽣対象の連続講
座。（全5回） １少年

5～１０
月

1 5 1-午前 33,000 ○ ○ ○

新潟大学
（児童文化研究部）
企画委員
活動協力員

あそボウサイ 楽しみながら防災知識を⾝につける。
防災クイズ
防災グッズづくり
避難所探検

１少年 １１月 1 1 1-午前 18,000 ○ 防災減災応援隊にいがた

関屋地区
公民館

基本施策 館名 事業名 事業の目的・主旨 内容・プログラム 新規
オンラ
イン実

施
居場所 保育 対象

実施予
定月

開設数 回数 時間帯 当初予算額
（円）

連携先

備考

3．青少
年の生き
抜く力を
育む機会
の充実



令和４年度　事業計画　【基本施策４：高齢者の学習支援や社会参加の促進】

1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画
委員・協
議会・団
体・ボラ
ンティア

7.NP
O・民間

等
主な連携先

いきいきセミナー シニア世代がいつまでもいきいきと⽣き
ていくためのきっかけ作りをする。 未定 ４高齢者 未定 1 3 未定 39,000 ○ 活動協力員

とやの⻑寿学級 高齢者の健康と⽣きがいをテーマに学
習機会を提供する。 認知症予防、芸能発表会、落語 ４高齢者

７・９・３
月

3 3 2-午後 8,000 ○
老人クラブ鳥屋野地区協議
会

9月の芸能発表会は、
発表者が集まらず中
止。

公⺠館サイエンス

科学技術の進展が⾝近な⽣活に結
びついていることを認識するとともに，
定年世代に公⺠館の存在を知っても
らい，公⺠館活動への参加のきっかけ
づくりとする。

第1回　ブラックホールについて
第2回　水素エネルギーについて
第3回　手について
第4回　越後平野の成り⽴ちについて

５総合（参
加者を限
定しない）

1・2月 1 4 2-午後 79,000 ○ ○
活動協力員
企画委員

切り絵講座
高齢者の生活を豊かにするため、
日常生活の中の文化を考え、知識
や技能を身につけるとともに、社
会参加のきっかけづくりとする。

⼲支の正⽉飾り作成を通じて切り絵の技巧
を学ぶ ３成人 11月 1 1 2-午後 3,000 ○ 活動協力員

歴史講座
高齢者の生活を豊かにするため、
日常生活の中の文化を考え、知識
や技能を身につけるとともに、社
会参加のきっかけづくりとする。

未定 ３成人 3月 1 1 2-午後 14,000 ○ 活動協力員

グループ活性化事業
（サークル⾒学・体験会）

公⺠館利⽤団体の活動を紹介し、団
体の新規会員の獲得を支援する。

・公⺠館で利⽤団体の体験教室及び⾒学
会を開催。
・開催を周知するための広報活動を実施。

５総合（参
加者を限
定しない）

3月 1 1 未定 3,000 ○ 公民館利用団体協議会

文化祭 利⽤団体の学習成果の発表と団体
相互の親睦を図る

⾳楽芸能発表会・作品展示会・
ふれあい広場・体験教室・文化講演会

５総合（参
加者を限
定しない）

中止 1 1
5-午
後・夜
間

0 ○ 公民館利用団体協議会 中止

おも知ろ関屋学 住⺠自らの地域研究を通じてコミュニ
ティの再⽣を図る。

関屋地域の歴史を学ぶ全8回の連続講
座。 ３成人

5～1
月
（8月休
み）

1 8 2-午後 37,000 ○ 企画委員

ほがらか学級
健康で幸せなシニアライフを送る
ために必要な知識、情報を楽しく
学び、身につけてもらう。

未定 ４高齢者 １０月 1 2 1-午前 0

世代間交流の集い 関屋中学校卓球クラブと利⽤団体と
の交流を図る。

例年は、卓球の交流戦を開催してきたが、コ
ロナ渦の今年は別の形を模索中

５総合（参
加者を限
定しない）

９月 1 1 1-午前 11,000 ○
卓友会
（定期利用団体）

開設数 回数 時間帯

4．高齢
者の学習
支援や社
会参加の

促進

鳥屋野地
区公民館

東地区公
民館

関屋地区
公民館

保育 対象基本施策 館名 事業名 事業の目的・主旨 内容・プログラム 新規
オンラ
イン実

施
当初予算額

（円）

連携先

備考
実施予
定月

居場所



令和４年度　事業計画　【基本施策５：現代的・社会的課題を探り、問題解決を促す学習機会の提供】

1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画
委員・協
議会・団
体・ボラ
ンティア

7.NP
O・民間

等
主な連携先

湊地区コミュニティ活性化支援
事業

超高齢化社会となっている地域の実
情を考慮し、地域の課題解決のため
の講座を開催する。

コミ協と共催でうたごえ喫茶や漫談、新春も
ちつき⼤会などの地域住⺠同⼠の交流を促
進する講座・催しを実施する。

５総合（参
加者を限
定しない）

９月、3
月

2 1
4-午
前・午
後

11,000 ○ 湊地区コミュニティ協議会

高齢者課題解決事業 高齢者が抱える課題を解決するため
の講座を実施する

シニアを対象にスマートフォン講座を実施する
とともに、講座運営をサポートするボランティア
を育成する。

４高齢者 未定 1 未定 1-午前 25,000 ○ ○
活動協力員、公民館登録
サークル（スマホ・タブレット
倶楽部）

公⺠館「よのなか科」①

地域課題や世の中の気になること知り
たいことを幅広く学び地域交流を図
る。
地域に出かけ、地域の⽅を講師として
開催。

まちカフェ編
「建築家が考える〜もうひとつの建築、もうひ
とつの賑わい、もうひとつの新潟〜」

５総合（参
加者を限
定しない）

8月 1 1 3-夜間 10,000 ○ 活動協力員
異人池建築図書館喫
茶店で開催

公⺠館「よのなか科」②
地域課題や世の中の気になること知り
たいことを幅広く学び地域交流を図
る。

わたしのにいがた物語〜堀と柳のまちで〜
①⼤河のほとりで〜新潟の⼈と自然〜
②助け合って⽣きる〜新潟の福祉と文化〜

オンラ
イン

５総合（参
加者を限
定しない）

9月・
10月

1 2 1-午前 30,000 ○ 活動協力員

定期利⽤団体活性化事業
（文化祭他）

中央公⺠館を定期的に利⽤して学習
する団体の学習成果発表及び団体
相互の交流を図る。

公⺠館活動サークルの作品展示、活動発
表及び体験会の実施。
使⽤団体連絡協議会企画実施。

５総合（参
加者を限
定しない）

10月 1 1
4-午
前・午
後

5,000 ○
中央公民館使用団体連絡協
議会

自主グループ育成事業
公⺠館で活動しているグループと共催
し、体験会を開催することで会員募集
をはかり、グループの活性化を図る。

活動体験会
５総合（参
加者を限
定しない）

随時 随時 随時

6-午
前・午
後・夜
間

0 ○ 公民館登録サークル

ウオーキング講座 ウオーキングを学び実際に歩くことで⽣
活習慣病を予防する。

全2回の連続講座
(1)ウオーキングの基礎を学ぶ
(2)自分のウオーキングスタイルで鳥屋野潟
を歩いてみよう

５総合（参
加者を限
定しない）

9月 1 2 1-午前 29,000 ○ 活動協力員

鳥屋野潟の自然を楽しむ

鳥屋野潟公園を散策しながら、鳥屋
野潟に⽣息する⽣物を観察することに
より、都市近郊に⽣息する⽣物のたく
ましさを知り，⾝近な自然の⼤切を学
ぶ。

・夜の⽣き物観察会(6⽉) ５総合（参
加者を限
定しない）

6月 1 1 3-夜間 27,000 ○ 活動協力員

とやの地域学
鳥屋野地域の歴史や⽣活文化の今
昔、現代の課題など、地域のことを
様々な⾓度から学ぶ。

全3回の連続講座
(1)じっくり⾒たい地域の碑
(2)映像で⾒直す地域の移り変わり
(3)上所新駅の育て⽅

５総合（参
加者を限
定しない）

9・10
月

1 3 2-午後 30,000 ○ 企画委員

とやのコンサート
⾳楽鑑賞などで心豊かになる時間を
過ごしてもらうとともに、⾳楽や芸術へ
の関心を広げるきっかけとする

第１回「Pianoの⾳色に乗せて」
第２回「未定」 新規

５総合（参
加者を限
定しない）

7月
（2回目
未定）

2 2 2-午後 0

映画上映会
名作映画の上映を通じて、⽣涯学習
の間⼝を広げるとともに住⺠ニーズに
応える。

公⺠館を会場として、昔の映画を上映する。
５総合（参
加者を限
定しない）

５・８・１
１・２月

1 4 2-午後 0 ○ とやの映画サークル

東地区公
民館

地域学振興事業

地域の歴史・文化を学び，地域に関
心を持って，その良さを⾒つめ直し，
地域の活性化や地域づくりへとつなげ
る。

未定 ３成人 12月 1 1 2-午後 17,000 ○ 活動協力員

保育 対象
実施予
定月

開設数居場所
オンラ
イン実

施
基本施策 館名

5．現代
的・社会
的課題を
探り、問
題解決を
促す学習
機会の提

供

当初予算額
（円）

連携先

事業名 事業の目的・主旨 内容・プログラム 新規 備考回数 時間帯

中央公民
館

鳥屋野地
区公民館



1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画
委員・協
議会・団
体・ボラ
ンティア

7.NP
O・民間

等
主な連携先

初級登⼭教室
安全で楽しい登⼭のための知識・技
術を習得する。
講師︓ゆきみ⼭の会（利⽤団体）

全6回の連続講座
(1)登⼭はこんなに素晴らしい︕
(2)地形図トレーニング
(3)コンパスワーク①
(4)実地登⼭（⾓田⼭）
(5)コンパスワーク②
(6)安全登⼭術

３成人 5.6月 1 6 3-夜間 6,000 ○
ゆきみ山の会
（定期利用団体）

関屋モーニングサロン 地域住⺠主体事業の開催と企画委
員の育成。 「市⺠がつくる市⺠の講座」全７回 ３成人

９～３
月

1 7 1-午前 40,000 ○ 企画委員

囲碁入門教室 小学⽣から⼤⼈まで、囲碁をとおして
交流する。

8⽉を除く毎⽉第1・3土曜⽇に開催。基礎
的な技術を学ぶ。

５総合（参
加者を限
定しない）

5～３
月

1 21 1-午前 5,000 ○
石栄会
（定期利用団体）

活動協⼒員との協働事業 活動協⼒員と協働で地域課題を解
決するための事業を実施する。

関屋にゆかりのある書家の作品展示と新潟
⼤学岡村教授の講演 ３成人 １０月 1 2

4-午
前・午
後

16,000 ○
新潟大学
（岡村教授）

大学健康公開講座
健康について学び、考える機会を
提供する。

未定 ３成人 １０月 1 1 2-午後 0 ○ 新潟医療福祉大学

文化祭
公⺠館利⽤団体による作品展示や
⾳楽芸能発表、各種体験教室を⾏
う

作品展示、芸能発表、お茶会、囲碁・将棋
⼤会、各種体験会

５総合（参
加者を限
定しない）

１０月 1 3
4-午
前・午
後

24,000 ○ 利用団体連絡協議会

防災教室
防災知識を身に着け、地域の防災
力向上を図る。

心肺蘇生法、AED操作の講習
５総合（参
加者を限
定しない）

２月 1 1 2-午後 0 ○ 防災減災応援隊にいがた

森のコンサート 地域の中で⾳楽をとおして交流する。 関屋・念仏寺の境内をお借りして、ミニ・コン
サートを開催

５総合（参
加者を限
定しない）

９月 1 1 1-午前 14,000 ○ ○ 活動協力員・老人クラブ

新規
オンラ
イン実

施
居場所 保育 対象

実施予
定月

開設数 回数 時間帯 当初予算額
（円）

連携先

備考

5．現代
的・社会
的課題を
探り、問
題解決を
促す学習
機会の提

供

基本施策 館名 事業名 事業の目的・主旨 内容・プログラム

関屋地区
公民館



令和４年度　事業計画　【基本施策６：その他】

1.市・
区

2.社協

3.学校、
コーディ

ネー
ター

4.コミ
協・

PTA等

5.活動
協力員

6.企画
委員・協
議会・団
体・ボラ
ンティア

7.NP
O・民間

等
主な連携先

中央公民
館

公⺠館職員研修 公⺠館職員として必要な知識や技術
を学ぶ

・新任職員研修（基本編/実践編）
・スキルアップ研修
・全職員研修
・館⻑研修

３成人
5・6・
9・11
月

1 5
4-午
前・午
後

0

生涯学習センター・研
修費
新潟県公民館連合会・
補助金から支出予定。

文化祭 公⺠館利⽤団体の発表の場の提供 中⽌
５総合（参
加者を限
定しない）

９・１０
月

1 1
4-午
前・午
後

0
参加団体が集まらな
かったため中止

サークル活動活性化支援 サークル活動活性化のための支援 サークル会員を増やすための体験会について
広報する。

５総合（参
加者を限
定しない）

随時 随時 随時

6-午
前・午
後・夜
間

0

当初予算額
（円）

連携先

備考保育 対象事業名 事業の目的・主旨 内容・プログラム 新規
オンラ
イン実

施

実施予
定月

開設数 回数 時間帯基本施策 館名

鳥屋野地
区公民館

6．その
他

居場所


